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　◎早稻田大學法學部の過去
　　　　　　　　　　　　　　窪糞聡塁高田　早苗
早稻田大學創立五十周年に當つて・法學部の過去を同顧するのである
が、何分長い歳月にわたる事であるから詳しいことはもとより畳えてゐな
い。然しながら、私は當初からその事を知つて居るべき關係にあつた者で
あるから、朧氣ながら記憶をたどつて大要をお話して見ようと思ふ。
明治十五年に東京專門墨校が創立せられた當時に於て、大隈侯や小野梓
先生の考は政治部と法律部とを諜けるといふ事であつた。その外に理科を
置くといふ事もあつたけれども、開いて見ると學生が二三入しか入學しな
いといふ欺態でぢきに止めてしまつたのである。當時、政治経濟學部の先
生は私ど山田一郎、天野爲之の爾氏であ砂、また法律部の先生は砂川雄峻、
山田：喜之助、岡山粟吉の三氏であつた。この法律部の三氏は私の同窓でも
あφ、親友でもあり、且叉小野梓先生を通じて大隈侯に紹介した人でもあ
つた。政治部の先生になつた三人は學校に於て專任として轍へたのである
が、法律部の三人は皆辮護士を象ねる事になつた・そこで給料なども政治
部の三人ば專任だから三十圓づN、法律部の三人は象任だから十五圓づ玉
といふ事であつた。砂川、山田といふ様な人達は私の同窓の内でも頗る學
才に富んでゐて内外から囑目された人達であり、また岡山君は年齢も大部
上で頗る世故にたけて居り、且つ意志の輩固な立派な人物であつた。この
三人が協力して東京専門學校の法律部、直接に言へば今日の専門部法律科
の端緒を開いたのであるが、暫らくしてまづ砂川君が學校を去ることにな
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つた。それは當時の幼稚な杜會に於ては學間があり過ぎたことや・殊に資
本が極めて薄弱であつたこと等のために辮護士の店を綾けて行くのが頗
る困難になり、この黙では山田君も同様であつたが、この理由から砂川君
は絡に止むを得す大阪へ移らねばならぬことになつて學校を去つたので
ある。爾來同君は大阪に於て辮護士の業を螢み、その肚會の第一入者とし
て非常な成功を牧めたのみならす、大阪市政のためにも大いに甕力し、辮
護士會長や市會議長等になつた事も屡々ある。後に代議士に當選した事も
あつた。同君も此頃では功成り名途げて悠々閑日月を逡つて居られ、而し
て我が早稻田大學の維持員として相攣らず學園の爲に審力して居られる。
　以上お話した様な次第で法學部の端緒が開け、砂川君去つた後に於ても
岡山君や山田君は相攣らす熱心に教鞭をとつて居られたのであるが、数年
の後こ』に端なくも學校の位置問題が起つたのである。郎ち岡山君が主と
なつて學校の移轄詮を唱へ出す事になり、山田君等も始は反封であつたが
後にはこれに和したといふ次第で、早稻田の様な片隅に於ては到底學校の
繁昌すべき見込がないから、これ獅申田邊に移さねばならぬといふ議論で
あつたのである。この議論は言葉を換へていふと大隈侯の膝下を離れると
いふ結果になるので、私共は大隈侯とこの人々との間に立つて大いに迷惑
したのである。然しながら、到頭議論が纒らないために岡山君と山田君は
學校を去って、増島六一郎、大谷木備一郎、元田肇等の諸君と共に紳田に
法律學校を開く事になつた。これが當時の英吉利法律學校、後の東京法學
院印ち今日の中央大學の褒端である。この事件については當時色々説をな
す者があった。一面に於ては、これは藩閥政府が大隈侯を苦しめる爲の策
であつて、要するに東京專門墨校を取り潰す爲めの計豊であるとも見られ
た。他面に於てはまた、これを軍に位置問題と見倣した者も居た。だが・
その何れが眞相であつたかは今に至るも分明しないのである。唯然し・イ
ギリス法律學校と稻した今の中央大學の前身にi封しては政府殊に當時の
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司法大臣山田顯義伯等が大いに力瘤を入れた事は確かなる事實と見て宜
敷い。
　それは兎も角として東京專門學校の法律部は之が爲に一人淺らす講師
を失つてしまつたのであつた。學生があつても教師がなければ結局法律部
を潰すより外に仕方がないわけであるが、それは意地から言つても出來な
いことであつたのである。そこで私は岡山君に向つて「立つ鳥は後を濁さ
すといふ事もあるが、後任の講師を見つけ出す迄は是非留つて貰ひ度い」
と話したところが、同君も承諾して呉れて自分の世話してゐた澁谷髄爾と
いふ法學士を蓮れて來て二人で澤山の時闇を受け持つて教へて臭れたの
であつた。その闇に私は四方を奔走して教師を探したのであるが、當時は
法學士といふものは曉の星の数の様に少いのであつたから、加之、有力な
法學士は殆ど淺らすイギリス法律學校の方に加捲して居たために、私も全
く當惑したのである。こ玉に於て私は止むを得す私の友入であつた關直彦
君を頼む事にしたのである。同君は今日では政界の一老將として頗る名の
聞えて居る人であるが、學生時代には私の親友であつた。然るに、蓮命と
いふものは妙な事になるもので、私が學生時代から小野梓先生を通じて大
隈侯の幕下に馳せ参じたと同じ様に、關君は大隈侯の政敵伊藤公の機關で
あつた東京日日新聞に行く事になり、その杜長たる有名な編地源一郎君の
下に立つて日日新聞の論説を書く身分となつたQかう言ふ次第であるから
關君と私とは私交は兎に角として、政治的には正反封な地位に立つことに
なつたのであるけれ共、段々此方の事情を話して同君に法律部の重なる法
律講師として轍へて貰ふ事とし、その他数名の人を頼んで漸く法律部の授
業を績けて行く事になつたのである。然しながら、この様な仕組はさう長
く績くものではないので、何とかして專任の講師を探さねばならぬと考へ
て種々物色した結果、三宅恒徳といふ法學士と俣野時中の爾君を頼むこと
になつた。三宅君は三宅雪嶺君の令兄てあつて法學士中最も先輩の一人で
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あつた。俣野君は司法省のフランス法律學校を中途で出た人である。どち
らも氣骨のある面白い人であつたが、三宅君は惜しい事に規則正しく學生
を教へる事が出來難い人であつて常に歓席勝ちであり、また、俣野君は卒
素でも覇氣満々たる人であつたが、一杯聞こし召すと梢ヱ粗暴になつて．
講師として寄宿舎長を蒙ねて居る時の如きは、一杯氣嫌で學生の門限以外
に録る者があると、暗い庭に立つて居て木劒だか竹刀だかを持つて殴りつ
けるといふ始末で、到頭爾君とも長くその地位を保つことが出來なくなつ
たのである。
　前に述べた様な法律部の難局もどうやら治つて、兎も角一通り講師を揃
へる事が出來たが・その後我が法學部に教鞭をとつた人々は中々多い事で
あつた○然し、その中について殊に記憶せねばならぬと思ふ人々は李田譲
衛君や中橋徳五郎君等であらうと思ふ。中橋君は帝國大學の學生時分から
法律部に廉て籔へられたのであつたが、この人を連れて來たのは同郷の先
輩であつた三宅恒徳君であつた様に記憶する。中橋君は随分長い間法律部
の教師として霊力されたのである。また李田譲衛君は中橋君よりも少し邊
れて學校に關係されたが、同君は東京大學法學部の最も優秀な卒業生の一
人であつて、また我が法學部の爲に長い問專心蓋吻された入である。君は
當然我が法學部の中心人物となつて居た人であつたが、當時の學校は君を
して後顧の憂ぴなく法律部の爲に蓋力せしめるだけの待遇をする事が出
來なかつた爲に、君も止むを得す大阪に行かれて辮護士となり、その方面
に於て大成功を牧められるに至つた。君は今なぼ大阪の辮護士中に於て最
も優れた地歩を占めて居られるのである。また君と早稻田學園とは前に述
べた様な關係であるから、今日に至つても維持員として相攣らす學園の爲
に墨されてゐる。その他我が法學部の爲に、その昔特に骨を折られた講師
の人々の名前を二三あげて見れぱ、板屋確太郎、中村忠雄、片山清太郎君
等の名前をあげる事が韻來る。板屋君は早稻田の禺身で米國ミシガン大學
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で法律を修めた人である、中村君はその友人で同じくミシガン大學の出身
であつた。この爾君は專任講師として法律部の爲に審されたのであるが、
なほこの當時他に職務を持つて居られながら我が法律部に教へた人々と
しては、磯部四郎、伊藤悌次、高橋捨六、江木衷、三崎鐘之助、朝倉外茂
鐵君等の名前をあげる事が出來る。また奥田義人君は中央大學の關係者で
あつたが我が早稻田の爲にも長い闇教鞭をとられたのである。
　以上は早稻田大學の創立以來明治二十一二年頃までの事であるが、その
後に至つて鳩山和夫博士が我が學校の校長となられた。而して同君は東京
大學の法學部に於て最も古い教授の一入であり、大概の法學士はその薫陶
を受けたといふ關係上我が法律部も大二部便宜を得て講師などを依頼する
についても飴り不自由を感じなくなつた。この鳩山君の世話で我が法律部
に來られた人々の中司法系の人として鈴木喜三郎、小山温、牧野菊之助等
の諸君が居た。その後、鈴木小山の爾君は司法省の命によつて海外に覗察
に行かれることになり、我が早稻田大學も當時の貧乏世帯の中から多少悪
援をしたといふ關係から、聾朝後も一層深く法律部の爲に力を致されたの
であつた。殊に鈴木君は鳩山博士縁故もありかたがた一生懸命審力され、
自然藪務主任の地位に置かれるといふことになつた。當時科長といふもの
がないから教務主任が恰も科長の地位に相當したのであるが、この鈴木君
と共に前に述べた小山君や手沼験一郎君、牧野君、その後横田秀雄君等が
審力して昊れられたのであつた。また一方に於て、鈴木小山爾君の外遊と
時を同ふして我が法律部からも法律部出身の一人たる阪本三郎君を猫逸
に派遣したのであつた。其當時私が大學計書實行の衝に當つて東京專門學
校を早稻田大學にする事になつたに就て、何より先に教員養成を計らねば
ならぬといふので敷名の留學生を各部から、帥ち政経學部からは塵澤昌貞
君、文學部からは金子馬治君、而して法學部からは阪本三郎君を派遣した
のであった。同君は露朝に際して同じく法學部の出身であつた池田龍一君
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を俘つて露られ、爾來此爾君が法學部の爲に少からす誰されたのである。
　さて，この當時に於ける私の方針は東京帝國大學の如き學校關係者では
なく、學校を離れて法律的仕事にあたつて居られる人を得度いといふとこ
ろから、多く司法系の人々を招膀したのであつたが、今月に於ても法學部
に司法系の諸君が多いのはそれ等の事に原因すると言つても宜敷しいの
である。この司法系の入でなほ今村恭太郎君をあげねばならぬ。但し、同
君は前に述べた人々とは異つて・君の嚴父信行君の關係で我が法學部に來
れらたのである。君の父君も長く學校に於て授業をして呉れられ、その後
その御子息である恭太郎君がその關係で學校に來られたのである。その
他、英語政治科出身の山田三良君も、後に帝大に行かれたが、我が法學部
に於て教へられると共に色々世話して昊れた。また、志田押太郎君も中村
進午君と轡を並べて骨を折つて異れた人である。殊に中村君は、その兄さ
んも帝大から教へに來られたが、若くして死なれたので、その後に我が法
學部に來られた人である力汽最初の法科々長として久しきに渉つて法學部
のために墨力された入である。なほ、副島君は中村君の友達であり同期生
であつて、概ね中村君と同時にか少し後れてか我が法學部に來られた。學
校内部から生ぴ育つた入では井上折治君等が暫らく教へて居られた。
　かうした次第で今日の時代に近づき寺尾、遊佐、中村萬吉の三氏が學校
から洋行して、この人々が我が法學部の中心となりて今日に至つたのであ
る。これは現在の情態であるから別に詳しく読く必要はないが、我が法學
部が一つの學部として他の學部と寸毫も遜色なく學生の数も高等學院ま
でを数ふれば二千といふ数に達する事になつたのは、全くこれ等三氏及び
その後に洋行して鰭られた諸君が中心になつて脇目も振らす我が法學部
の爲に鑑された爲であると言つても差支へない。尤もこれ等比較的少肚の
專任教擾以外に、他の方面から學問と経験とを蓑ね備へた諸名家が來つて
教鞭をとへ我が法學部の爲に力を致さるN功勢は決して没する事が出來
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ないのである（談話筆記）。
　◎創業時代の早稻田
　　　　　　　　　　　　　　　　維持員　砂川　雄峻
　私が早稻田に居つたのは東京專門學校創立當時より孚年ばかりの闇で
ある。當時の同僚には高田早苗、坪内雄藏、天野爲之、岡山蒙吉、山田一
郎、山田喜之助の人々があつたが、我々の仲間では高田が一番頭角を現は
してゐた。其頃早稻田へ來る者は政府の謀叛人扱ひを受けたもので政府は
手を代へ晶を代へて我々が早稻田に來ることを妨碍したものである。例へ
ば當時月額二＋五圓であつた判事補の俸給を一撃に五＋五圓に値上し又
奏任官の待遇を與へるなどと好餌を以て誘ひ或ひは叉文部省の貸費の返
還を迫るような嫌がらせを行つたりしたのである○
　前記の人々の中、法科へ來たのは岡山、山田（喜）及び私の三人であつ
て、私は契約法を教へた。講義は日本語を以で行はれたけれども日本の法
律をi教へたのではなかつた。その諜は日本の法律は當時は未だ不文律であ
つて、成文律として新律綱領改定律例が慶せられ刑法治罪法が實施された
がまだ出來たばかりのホヤホヤで不完全なものであり又充分に研究され
て居らす、民法も商法も無かつた爲である。それでは裁判所は如何してゐ
たかと云へば、政府褒布の軍行法令と習慣と條理と佛蘭西民法とを適宜に
按配して適用してゐたのである。其故日本の法律を教へると云つたとこ
ろで、その日本の法律なるものが頗る曖昧な上に、第一教師となつた我々
が日本の習慣や法令に通曉してゐないのである。其故刑法以外は帝國大學
で習つた英國法を其盤取次いだような次第である。種本は確かPoll・ck
のPrinciPles（》£Cont鍛c七とTerryのFirstPrinciplesofhwであつ
たと記憶する。そんな諜で講義は頗る不完全であり又先生と云つても學校
を出た許りで別に大した研究も積んではゐないのであるが、當時は肚會
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の知識の程度が低かつたから其頃の大學出と世人の知識の懸隔は今日の
大學藪授と世入の差よりも甚しかつた。從つて我々の知識でも大したもの
であつたのである。裁判所の検事でも法學士の辮護士と立會つて後れを取
らなかつたことを誇つたような時代なのである。
　當時自分の月給は十五圓であつたが、之は辮護士を綾ねてゐたからで、
學校專門の高田等は三十圓取つてゐた。併し訴訟事件も少く、暮しは樂で
なかつた。其頃は京橋の西紺屋町に佳んで居つたが、そこから學校への往
復は入力車に依つてゐた。ところが雪の日は倖賃が高くて十五圓の月給で
は悼代を出しかねるので、雪が降ると止むを得す草鮭穿きで歩いたもので
ある。すると途中で禺會つた學生1二「先生寒いでせう」等と云はれるが、
眞逆偉賃が無いからとも云へないので・「いや歩いた方が却て暖いよ」と
答へた砂したものである。
　改進黛は當時既に結成されて居り、私は小野梓氏に俘はれて大隈老侯の
許に赴いた。其頃には侯を老人のように思つてゐたが、未だ四十五歳位で
あられたと、思ふ。老侯のことは先生とお呼びしてゐたが、侯’は朗に大臣の
経歴を有して居られたのであるから、正當には閣下とお呼びすべきであつ
たのである。
學生の質は良かつた。人間が確ゆしてゐた。それはつまり早稻田へ來る
者は政府の謀叛入と睨まれてゐたのであるから、かういふ憂つた所へ來る
程の人間は腹が確りしてゐたのである。叉學生の数は約二十名の少数であ
つたから、試験の答案は採黙の上返してゐた・生徒の中で記憶にあるのは
小塚方勝、小河滋次郎、岸小三郎等で岸は氣の毒にも精紳に異歌を生じ総
理大臣に成るのだと云ぴ、山田喜之助に司法大臣に成つて貰ぴたいと交渉
して居つたが途に精紳病の爲めに死亡した・
　其後私は藤田高之と一緒に大阪の江陽肚と謂ふ訴訟鑑定の相談所に招
跨されることになり、明治十六年の春早稻田を去つたのであるが、後にな
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つて同肚の杜長江木信なる者が實は政府の諜者であることが知れた。その
事の知れた理由は、或時倖夫が江木の妻君に主人が自分を待たせて置いて
何庭かへ行く旨を告げたのに妻君が嫉妬を感じて倖夫に跡を付けさせた
ところ、警務部長の家へ行くことが解り妻君が大に安堵したと云ふ話を倖
夫から聞いたことに由るのである。蓋し當時政蕪者流の者が政府關係の者
と會ふやうなことは縄封になかつたから凝ひも無く江木は政府筋の人間
であつたのである（談話筆記）。
　◎五十年前の同想
　　　　　　　　　　　　　　　　　　評議員　齋藤和太郎
今の若い方が古い時代の話と申しますと大抵十年位誌のことを「昔は」
と申されます。もつとも十年一と昔と申しますから、昔話には蓮ひありま
せぬ私のは五十年前のお話ですから随分古いお話です。
東京專門學校が此の早稻田の地に創立されたとき、帥ち私が入學願を提
出したときは政治科、法科、理科と三科に別れて居砂ましたが、理科の志
願者が少かつたので自然滑滅に露し政治科と法律科の二科だけで開校さ
れました。それから少々時を経て坪内先生が來られてから文學科が増設さ
れた様に存じて居ります。
　政治科には高田早苗先生、山田一郎先生、天野爲之先生、法律科には砂
川雄峻先生、山田喜之助先生、岡山蒙吉先生で開校されました。
　何分開校早々のととて設備は不完全であつたことは申すまでもありま
せぬ、叉科は別れてゐても大鵠合併講義が多かつた。日本には未だ法律の
成文が殆んど無かつた時代ですから講義も今日の様に六法に擦ると言ふ
様なとが出來なく、勿論邦語の法律書などの有らう筈がありませんから、
外國原書に擦り理論に關する講義を蕪き我々はそれを筆記したものです。
　當時日本には英法と佛法の二大潮流がありました。學校にしても・佛法
II． 同 想 談 5■
を主とした明治法律學校と莫吉利法律學校があφ、早稻田は何方かと申せ
ば英法に傾いて居た様でありました。
　岡山先生の法律原論、是は東京大學法科の先生で英國人テリー氏の英國
法律原論を用ぴた。砂川先生の契約法、山田喜之助先生のオ脚スチン¢）法
理論、之がなかなか有名なものでした。高田先生は英國憲法、山田一郎先
生は帝國憲法私案を材料とし、天野先生は経濟と言つた講座でした。
　以上の講義の外に科外講義として、小野梓先生の國檬範論があゆまし
た。之は申すまでもなく先生が心血を注いで著されたる帝國憲法私案の大
論文でありまして、伊藤公が帝國憲法起草上に大いに参考とし役立ちたる
著書でありますから・私は此の意味に於て我早稻田法律科が憲法に於て國
家に貢献してゐると言ふことが出來ます。
　第一同の卒業生は政治科四人、法律科九人ありまして法科の小塚方勝君
が司法科試験に合格、月給五十圓で裁判官として赴任されました。今日で
は國家試験に合格せらる玉方は多激あ砂ますが、當時は五十圓の月給と言
ふことが高緑であつたばか抄でなく裁判官に爲つたことが大成功者とし
て他科の者の羨望の的になりました。
　其後司法科試験に合格された方に三田幸司君、小林登志吉君と外に一人
あφました（談話筆記）。
　　◎創立當時を語る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評議員　浦部　章三
　東京專門學校創立の際は、三年にて修了の邦語法律科、同政治経濟科、
理學科と四年修了の英語科あり。英語科は邦語專門科と蓑修せらるべき制
度なりし、自分共は短日月にて專門學と語學を修得し得べき至極便利の學
校と考へ、明治十六年九月法律科に入學同時に英語の試験を受け二年級に
編入せられたり。編入試験はグートリツチ氏の羅馬史の諜なひしと畳え
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る、當時法律、政治経濟、理學科を通じ二三年生にて八拾名位、自分等一
年生は萱百四五拾名なりしと記憶す・
　當時法律科は砂川雄峻、山田喜之助、岡山兼吉の三先生が英法を、薩錘
正邦氏が刑法、治罪法、山田一郎先生が論理學を、坪内雄藏先生が西洋歴
史を澹任せられしが、砂川氏は聞もなく大阪に去られ磯部醇氏之に代られ
たφ。
　明治十八年に岡山兼吉氏が法科分立の議を唱へ容れられすして灘職し、
増島六一郎氏等と英吉利法律學校を創立せしより山田喜之助、磯部醇の爾
氏も岡山兼吉氏に從ひ英吉利法律學校の講師として早稻田を去り早稻田
の法科は殆んど全滅の悲運に到着したり。衡て明治十八年九月の新學期よ
砂三宅恒徳氏が一年より三年迄の英法の專任講師となられ、外に片山清太
郎、松岡郁之進、藤田四郎氏が講師として三宅氏を補助せしも藤田氏は四
五同の講義をなせしのみにて中止せられ、松岡氏は官命にて海外に渡航せ
らる～こと玉なり英法の講師は三宅、片山二氏となり主要の科目に休講を
生ぜしもの多かφしが、兎に角生徒の不満を慰する爲めなゆしか管谷正樹
氏（大學中途退學横濱の判事）が訴訟演習を、關直彦氏がオースチンの法理
學ブルームの英國訴訟法（法理學、訴訟法は關氏が當時翻講駿表のもの）
を、股野時中氏（司法省法學校中途退學）が佛國行政法を講義せらる』と
言ふ次第にて明治十八九年の早稻田の法科生は完全に英法の教授を受く
る能はざること玉な砂し爲め英吉利法律學校又は明治、和佛等の法律學校
に轄校するものを生じ、其結果明治二十年二十一年の卒業生は十八九年度
に比し非常に減少したり。其後中橋徳五郎、三崎輻之助、李田譲衛、紳崎東
藏、鈴木充美の諸氏明治二十、二十一年頃よ夢講師となられ外國留學より
蹄朝の早稻田卒業生岸小三郎、板屋確太郎氏も講義を澹當し、法科も面目
を改め生徒も増加し漸次隆昌に向ぴたり。
　自分の英語科に初め編入せられたる當時の二年生は二十ニコ名にして
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大部分は編入試験に依り入學したるものなりし。早稻田に於て初めてabc
を學びし者は殆んど全部落伍し二年生に上り居りしものは一二名に過ぎ
ざψし。之は早稻田の最初の英語科は速成を主とし乱bcよφ學びし者
も牛年後には歴史を、一年牛後にはマコーレーの論文を輪講せしむと言ふ
が如き突飛の教へ方なりし爲めなり。卒業迄英語科に止ま砂しは杉田金之
助、小川寅六、中川欝、高根義人、岡田猛熊と自分の六名位なりし。英語
の講師は高田早苗、天野爲之、坪内雄藏、今井鐵太郎、磯部醇、大隈英磨の
諸氏にして卒業の年初めて三宅恒徳氏も英語の一部を搭當せらる玉こと
～な砂たり。其際同氏は目下法律の課語一定せす英法を學ぶもの困難多き
を以て同氏監督の下にブービヱーの法律字典に依ゆ法律語を詳すべく語
られ杉田、小川、中川、高根、自分の五名之に共鳴し其翻諜に從事したり
しも、卒業後種々の事情にて之を糧綾するを得す一時中止したりしも・自
分は更に杉田氏と之を縫績すること玉なしたるに亦杉田氏も地方に至る
こと玉な砂しため、自分一人にて不完全ながら明治二十三年中に纒め之を
出版したり。
　明治十九年中三宅恒徳の創意にて月刊法律雑誌を出版することxなφ・
法律字典に從事したる者が編輯に從事し、諸先生の論説・擬律・英國判例
を掲載し三號位迄褒行せしも維持困難の爲め中止せり。名前は法學雑誌と
言ぴし様に畳たるも記憶なし。三宅氏はJuristとするが宜しとの説なり
し故或は其様の名なりしやも知れす。
　明治十七年十二月判事登用試験規則が褒布せられ、明治十八年第一回の
試、験行はれ我校より十七年卒業の小塚方勝、十八年卒業の瀬端善一郎・十
九年卒業の三田幸司の三氏が及第し、大いに我校の面目を施したり。當時
は東京大學法學部卒業以外の學校の卒業生としては司法省の法學校卒業
生位にして、何れも判任官の判事補に任命せらる～時代な砂しに・試験及
第の三名は何れも奏任待遇の判事補月俸五十圓と言ふ次第にて・大得意な
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りし。當時は我邦に法典なきよへ刑法治罪法以外は試験は英佛猫各自修
業の法律にて受験することXなり居りたり。
　◎同　想　談
　　　　　　　　　　　　評議員　杉田金之助
回想談をせよとのことであるが法科そのもの玉歴史に付ては他に適當
な御話があること瓦思ふから私は私一身上の御話をなし、併せて早稻田大
學法科五十年闇の一班を語ることにし度と思ふ。
　　　　　　一・早稻田入學前
安政六年一月私は岐阜縣揖斐郡小島村の農家に生れたのであるが父は
永らく戸長、帥ち今の村長を勤めてゐたのであつた。長するに及んで村の
寺小屋（それは全く文字通ゆのお寺であつた）へ通つていろはを習つたの
である、その中に小學校が設けられたためそれへ二、三年通つた・それか
ら大垣市へ出て漢學や数學を習つたのである。丁度明治十年西郷戦争の時
で熊本から官軍の負傷兵を荷車に積み蓮んで名古屋鎭蔓へ邊り來るのを
大垣市で屡々見たのであつた、翌明治十一年岐阜の中學校へ入學して學ぶ
こと一年牛・十三年に至つて上京した・
當時、東京には東京大學豫備門が一ツ橋にあり私はそれに入學すること
に決心し其入學準備のため神田淡路町の共立學校へ入學することにした。
そこで尊ら教鞭を執られてゐたのは右の豫備門の諸先生で今の藏相高橋
是清氏等も居られた。その年九月無事豫備門に入學する事が出來、在るこ
と二ヶ年、同級生には故近衛篤麿公、故澤柳政太郎氏、今の文學博士上田
万年氏、現第二早稻田高等學院々長字都宮鼎氏等があつた。
所が第二學年を卒業すると其夏非常な脚氣病に罹り止むなく一時巖學
して蹄省、病を養ふこと玉なつた。翌年快方に向ふに及んで再び上京、神
田錦町の明治義塾へ入學、時に明治十五年であった。同塾で教鞭を執られ
II． 同　　想 談 55
たのは馬場辰猪・末廣重恭、千上清臣の諸氏であつた。在學中ミル・スペ
ンサー等の書を學び哲學に興味を畳えた。同級生には今の岩崎久彌氏・桐
島、川田、江口諸氏があつた。
明治十五年早稻田大學の前身、東京專門學校が創立せられ叉右義塾は駿
せられたので、同十七年十月早稻田に入學する事にした。が當時學校には
本科に法律科と政治科とがあり又裳修に英語科があつた。實は私は験修科
の英語が主としてやひたかつたのであつたが象修科丈は許さぬと嚢ふこ
とであつたから法律科に入つたので法律科は唯だ、席を置くといふ位の心
持であつた。そして法律に蒙ねて英語を學ぶこと一ケ年牛・英語の象修科
は卒業し法律ば爾ほ一年孚を籐すといふ場合に至つた。
鼓で一寸御話し致して置くことがある。それは本郷に進文學舎といふ大
學豫備門へ入る準備學校があつたが、それへ高田先生の御す～めに依つて
同級兼修科卒業の田中松三郎、鈴木熊太郎の爾君と私とが英語を教へに行
つたのである。帥ち一方では法律の學生であり他方では英語の先生といふ
課である。私は其塵でスペンサ’一の藪育論などを教へたのであつた。術ほ
同じく其塵で教へた教員仲間には今の文學博士三上参次氏等があつた。約
牛年程教へたのである・
　スペンサーの教育論には私は大いに教えられたと思ふことがある。スペ
ンサーは幼時、虚弱であつたさうだが長生せられた人丈に教育論にも學ぶ
時聞に制限がある。一日中就寝、食事、休息等の時間を排除すると實に短
時間である。此短時間に殆んど際限なき學間をすることは出來ぬといふこ
とを懇々と説いて居らる、。而して其説き方が良く判る様に、而かも學理
的に出來て居る。
　私は此書を讃む迄は色々の學間又は技藝を試みかけたが此書を讃んで
から心機一韓、全く其心を改め其不能なることを悟つたのである。そこで
碁、將棋、詩作等は勿論、少々興味を畳へたる哲學迄も思ぴ止まつたので
56 法　　科　　同　　顧　　録
ある、私の弱き身艦にして今の七十四迄生き永ちへたのは全く此爲である
と思ふ。
　今の少青年にして身に飴る勉學の結果、精紳を錯鼠し叉は自殺するが如
きは能力無限なるを夢見るものであるo深く深く愼むべきである。
　少々話が横道に入つたが、其當時帥ち、明治十九年頃判槍事登庸試験が
行はれつ～あつたが、それにては原則の知らぬ片輪者が出來る、それかと
云ふて帝大卒業者のみでは世の需要に感じ蓑ねるといふので、私立法律學
校の特別監督條規なるものが出來た。それに依ると帝國大學法科教授は私
立の法學校を常に監督し、それを卒業して優等（八十黙以上）の成績を得た
者は制槍事試験の筆記試験に及第したる者と同一に看倣すとのとで更に
帝國大學に行はるる口述試験に及第せば判槍事となり得る規定であつた。
　私は丁度明治廿年六月早稻田卒業、同年九月に右の帝國大學に行はれた
る口述試験に鷹じたが所謂五大法律學校から來た者は凡七十名位、口述試
験で約牛減されて三十飴名及第した。其中に今生きて居る私の知る人は高
橋文之助氏（元名古屋控訴院長）、横山寛挙氏（辮護士）等位だ。早稻田から
は十名程選抜せられて口述試験を受けたが私一人丈及第したのであるo
　所が試験には合格し帝國大學総長から卒業讃書は交付せられたけれど
も前記の監督條規が不十分であつたといふことで直ちに判槍事になれな
いといふ始末、臨分試験官も受，瞼者も迷惑し叉時の帝國大學法科部長穗積
陳重さんは其不始末のため部長を欝された。然し各關係諸氏の壷力で更ら
に司法省で口述判検事試験を受ける事になつた。私は之を受け及第して判
事試補になる資格は得た、而して右の監督制度は一年切りで康せられた。
　是より先き明治二十年六月早稻田法科の卒業試験を受くると同時に私
は東京帝國大學の全科選科の入學試験を受け及第した。それは私は今は哲
學等の興味は忘れなんだが先きに話した通り色々慾張つてもスペンサー
の教育論の如く出來ざること』諦め法律丈に限め學ぶことにしたけれど
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も法律丈でも其営時學びたる丈では英國法が＋分判らす叉英語が十分で
ないため英國判決例が容易に解し難き虜より大學選科入學を志望したの
である。而して同年九月監督條規に依る口述試験を受くると同時に帝國
大學本科の授業も受けた。其年の本科一年には學生として原嘉道氏等が居
られた。
所で彼是する内同二十年十ご月になり司法省より呼出されて判事試補
の辞令を渡さる』ことになつた。私は鼓で頗る迷つた。餅令を受けて判事
になる可きや之を受けす大學選科を受く可きや、搦て親友會を開いて之を
諮つた結果、暫らく試補として實務に從ぴ、それから海外に留學してはと
のことになり此決議に基き選科を止め欝令を受けいよいよ明石の匝裁判
所へ判事試補として赴任したのである。
　右の如く監督條規に依る試験に及第者が早稻田に少なかつた理由は他
にもあらうが共當時山田喜之助、岡山兼吉氏等の如き早稻田創立當時から
居られたる教授が早稻田を去られ授業も振はす、加ふるに同氏等が紳田に
英吉利法律學校を設立せられ早稻田の法科生も之に轄じ從つて學生の激
も激減したるに依るものと思ふ、（明治十八、九年の卒業者は、三、四十人位
宛なるに同二十年卒業者は僅かに十七人であった）。其當時教授を重に澹
當せられたる人は既に故人となられたる三宅恒徳氏（今の三宅文學博士令
兄）位のもので實に哀れな有様であつた・
　此明治二十年は私に取つては一番忙しい年であつた諺口ち春は父の病氣
のため蹄省看病し、六月には早稻田卒業試験と帝大選科入學試験、九月は
父の死亡、私が長男なれば其跡始末、績いて監督條規に基づく口述試験及
判槍事試験等、今から思ふとゾートする。
　　　　　　　二、早稻田在學後
　明治二十三年判事本官に任ぜられ、同二十五年先きの親友會の決議の如
く職を欝して米國に留學することになつた。米國ではミシガン大學大學院
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に入砂學ぶこと一年、マスターの學位を獲て更にエP一ル大學大學院D・C・
：L、科に轄じた。印ち羅馬法（ホイーラ先生澹當）、特許法（・ビンソン先生
捲當）等を勉學した○
　其聞に日清戦争が勃震した。丁度夏のことで「ラテン」語の夏期學校が
rボストン」の田舎「アムハースト」町に出來てそこへ行つた。すると夏學校
の學生はボストン人が多く、叉ボストンには日本人よりは支那人が多き所
より自然學生の多数は支那贔屓であつた。夫れで日本は支那と戦を始めた
が國も比較にならぬ程小さく又入も倭小だから負けると噂したるに日々
の新聞は却て支那の敗戦を報じたから我々の喜びは非常であつた。同夏
「アムハースト」滞在の日本人は横井時雄（小楠の息）、青木要吉、小松緑氏
等の五、六名であつた。此日本人が當時アムハーストの天文壼長の紹介で
戦勝の演藝會（創舞、撃創、謡曲、義太夫等）を同町の劇場を借りてやつ
た。入場料五十「センツ」でも大入満員の盛況で大いに日本を紹介した・
　十月「ヱール」に錦つたのである。「アムハースト」は同志肚の創立者新島
塞氏英語學者神田乃武氏等の留學せられたる所である。
　明治廿八年六月工一ル大學院を卒業してD、C、Lの學位を得たが前記
「ホイラ」先生の懇篤なる勧誘により今一年濁逸に廻り語學を始め置くこ
と玉して國元へ紹介したが國元では親代りの伯母が病氣との報に止むな
く同年九月米國を出嚢聾國の途に就いた。
　エ・一ル在學中好意を受けたる右のホイラ先生は鳩山和夫君等在學中よ
砂羅馬法を教へられ叉傍ら猫逸語、ラテン語を教授せられ宛ありて頗る語
學者でもあつた・又「ボールトウヰン」先生、之れも大學院法科の幹事で
あつた所から種々指導と好意を受けた。同先生は控訴院判事と同大學の教
授を験られ鳩山博士等と同級生であつた様に聞て居る。同先生から蹄國
に際して他の五、六客人と一緒に夕食の饗鷹を受けた。其饗鷹の仕方が吾
國の脅慣と異なるものがあつたから之を紹介しよう。
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　同先生には長男があつて丁度私と大學院で同級であり叉先生の宅へは
三、四同訪れたが曾て同令嬢には遭つたことがない、然るに突然「ミス、
ボ・一ルドウヰン」の名で夕食の招待款が來た。
　私は少しく面喰つた、所で米國に長く滞在する日本人に聞た、するとそ
れは頗る敷待の意だと云つた。招待の時刻に先生宅へ着すると玄關に同令
嬢が待構へて居つて私の顔を見るや自ら手を出して握手せられる等頗る
意外であつた。米國では普通、女より手を出して握手することはない、男か
らでも初見の女に手を出すことは失禮である、然るに先生の家に生れ其虜
に育つた令嬢が斯る學動は先生の意から出たる私への敷待と云はねばな
らぬQ又習慣の然らしむる所と云はねばならぬ。荷、玄關を通つて慮接室
に居る聞及食堂に居る闇と難ども殆んど至らざるなしの待遇、食事が絡つ
て慮接室に露ると私の手を取り夜陰に乗じて屋外の散歩を勧めらる。
　無意氣な私、日本語でも噺りの辞を知らぬ、況んや不十分の英語では大
いに迷つた。すると傍らに先生が居つて同嬢に、お前はそんなに勘めても
日本とは習慣も違つて居るから「ミストル、スギタ」も迷惑だらう其位で止
めては・と云はれて漸く止められた・
　露國の道蓮は同年「エール」の紳學部を卒業した片山潜氏であつた。同
氏はそれ迄、朗に十鯨年米國に居砂地理人情を能く知らる～所より一緒に
「ボストン」「ニウヨーク∫ワシントン∫チカゴ」等を見物して同年十月八
日「タコマ」から「スツラテネパス」と云ふ一萬噸の英國甲鐵船に乗つた。乗
客、合せて約二百人、十日程して太干洋の眞中に至ると「プロペラ」の軸が
折れて海底に沈み・船は進退するを得ざるに至つた。
　其頃は無線電話もなければ、電信もなし、風と潮流を利用して同年十二
月クリスマス前日漸く元の「タコマ」へ露つた、難航中・二同、船長が客に
劉し、積荷の木材を甲板に禺し愈々となれば諸君は之を一本宛御使用下さ
いと、殆んど死の宣告を爲した。大洋中風は常に北東南西と順次かはるが
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はる吹き廻るけれ共都合によれば北風の止まぬ間に、叉北風の起したる波
浪の静まらぬ闇に東風の彊く吹き始まることあへ此時こそは眞に怒濤が
甲板に捲き上る、船中瞼危は此時であつた。食物は初め約三十日間は豫備
のものであつたが其後は船積荷物小萎粉を練りて作砂たる日本流の焼き
餅（rイースト」なければ麺魏を作る能はす）と、船荷の鷲印の練乳のみに
て他になし、船客中日本人一名老人で乗船の時より少し病氣であつたもの
が疲れて死亡し水葬した。
　右の難船は英國船で有たれ共船署は日本人であつた、其當時珍らしきこ
と玉思ぴ其讐師に聞いたら外國船が日本人を船醤に雇ふたのは是が初め
て穿ある、是は日清戦雫の賜とのことであつた、之れと同様に日本人の大
工が大工の給料で米國にて雇はる玉に至つたのは日清戦雫に始まるとの
ことは「ニウヨーク」の日本人「クラブ．1でも聞いた、夫れ前は日本人は大
工でも左官でも讐師も皆一様勢働者の給料で雇はれ、其技能は認識せられ
なかつたのである、1戦雫の敷能は中々大である。
　翌廿九年一月再び米國にて乗船聾朝同年二月更らに制事に任ぜられ東
京匠裁判所に入り約牛歳の後東京地方裁判所に轄じた。當時、小山濫氏を
部長に、牧野菊之助氏、鈴木喜三郎氏等が居られた、明治三十年九月より早
稻田大學に膀せられ羅馬法を講じ民法中不法行爲等を捲當した。叉富山房
の企てたる大日本帝國法律講習會雑誌なるもの玉中、親族法を執筆し、更
に早稻田大學の嚢案になる「名著綱要」に「ダイシー」の國際私法抄諜を出
した。如斯くして、三十二年十月農商務省特許局審判官に韓じたが四十一
年八月統監府特許局の設立せられる迄早稻田に教鞭を執つたのである。
　同四十一年に至り伊藤博文公の襲案に依り韓國の工業所有権を保護す
るため統監府へ特許局の談けられるに及んで同局の審査官に轄すること
になり、一時早稻田を退くことになつた。所が四十三年韓國の併合となり
再び四十四年三月に内地特許局審査官とな砂次で八月官を欝して・辮護士
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辮理士を開業したので更らに早稻田に戻り昨昭和六年迄羅馬法の教授を
澹當したのであるo
　私の早稻田に關聯する一身上の同顧談は大罷以上の如くであるが先年
老躯を押して試みた満蒙覗察談を致して私の御話を経りたいと思ふ。
　昭和四年八月に出焚して初め大連に上陸し南下して族順を一通り見物
し、職孚の跡を探ねて感慨無量なるものがあつた。
　次で族順の公園に行き大和「ホテル」で中食を播つたが客は大部分「・シ
ア」の富豪、次は亡命の支那人であつた。こ≦で私は釜々感慨を深めた。
蓋し昨日迄は我國を教へた支那、「・シヤ」の入々は今や、其地位を代へ我
國の勢力範園に満鐵の建てたる借家に往ぴ、満鐵の経螢する「ホテル」に食
を撮り主客を顛倒するに到つたからである。
　想へば私が上京したのは齢二十の時、それよりして僅かに五十年、私に
は決して他事とのみは考へられなかつたのであつた。更らに大連に戻り郊
外の碧山荘を見・枇會施設として面白いと思ふた・
　碧山薙は支那勢働者（苦力華工）の寄宿舎である。幅昌華工株式會紅の経
螢に係砂常に約一萬人を牧容してゐる。荘は華工宿舎、華工頭宿舎及市場
より成る、宿舎は煉瓦作砂華工頭宿舎は各々妻妾の別室を備ふ。華工の日
給は五十鏡、内二十五鏡が食料及華工頭の給料等に握除せられ他の二十五
鏡が手取となる勘定である。薙には蓮動場、娯樂場等が設けられ、寄宿舎
として先づ、至れり霊せりだと思ふ。
　それから大連で早稻田の野球團と落合ぴ、一夕大連の校友會で徴迎せら
れた。翌日、北に族して奉天を経て撫順の露天堀を見、更らに北行して四
鞭に到り、左折して四挑線により南桃、齊た陰爾に向ふ、時恰も露支間
に雫があり物情騒然たるものがあつた。
　かくて齊々恰爾の日本人輕螢の朝日放館に投じ、更に「ハルピン」に東行
　致した。此庭で伊藤公の銅像、志士沖、横川等の碑、松花江等種々見聞す
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るところあつて南下露國したのであるが何と云ふても、満蒙は日本人が足
らぬ、學校を出た有爲の青年は須らく大陸に進出すべきであると考へる。
　◎當時の追想
　　　　　　　　　　　　　　　維持員李田譲衛
早稻田學園の法學部に關する回顧談をせよとの事なれども四十年以上
も経て居ることなれば記憶漏の事も多かるべく、從て詳細の事に至ては間
違なきを保し難い、唯明治二十年頃は小生も所謂る年少氣鋭特に法學部の
爲めには最も心血を注で從事したることなれば、大鵠のことは悉く記憶に
存し居るから其大要を御話します。
　小生が學園に關係したるは明治二十年帝國大學在學中よりであるけれ
ども其以前の事も先輩諸氏より屡聞き居るから遡つて述べるとにします。
學園の創立當時には法、政、文の三科あ砂政治科には高田、天野爾氏あ
り、法律科には故岡山象吉、故山田喜之助、砂川雄峻氏等あり、文學科に
は坪内雄藏氏ありたるも・砂川氏は間もなく大阪に移り・岡山・山田の爾
氏は明治十八年と畳ゆ中央大學の前身英吉利法律學校の創立と共に早稻
田よφ手を引くこととなり、法學部は人物乏しく緩かに故三宅恒徳氏（三
宅雪嶺氏實兄）を跨して外來の諸講師と共に講義を澹當せしめたるも、三
宅民は好人物なりしも兎角惰け勝なる上に負債家にて始絡高利貸に苦め
られ、且つ其講義も不得要領にて明瞭を訣きたるため評判甚だ宜しから
す、一方英吉利法律學校は紳田錦町に地の利を占め前記爾氏の外増嶋六一
郎其他官界あらゆる方面よψ講師を得たるを以て、早稻田の法學部を以て
しては之に封抗すること容易でなかつた、（因に目法典嚢布前の我國に於
ける法學教育は英、猫、佛の法學を授けたるものなψしも帝國大學法學部
は英法を授け早稻田鼓に英吉利法律學校も同様にして・猫、佛の法學に至
つては司法省法學校、猫逸協會の學校、明治法律學校等あηたるも、我法
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學教育の大勢は英法に傾きゐたり）。當時、高田前総長は政治科を受持た
れたりしも、現實には全學園主騰の立場にあり、法學部振はすとて頻り
に法學部のことを心配せられ、講師を物色せられ居りし際・偶よ故岡山氏
の推薦により小生も講師の一人に加へらるることとなれり。而て小生は明
治二十一年帝國大學を出ると同時に英法中主要科目の講義を受持つこと
となれり。當時内部の講師としては前記三宅氏の外に故中村忠雄・板屋確
太郎の二氏（二氏共にミシガン大學出身）あり、此等諸氏及び小生等の顔鰯
を以てしては政治部、文學部の高田其他の諸氏と穫衡を失せるのみなら
す、三宅、中村、板屋氏は學生闇に於ける人望香しからす、學生は其講義
をi聴くを欲せざりし欺態なりしかば、當時幹事たりし田原榮氏は深く之を
憂ぴ、外來講師たりし故奥田義人氏、中橋徳五郎氏及び小生に封し屡其措
置を相談せられたことがある。中橋氏は外來なりしも小生と同じく大學在
學中より既に早稻田に教鞭を取りたる特別の縁故があつたから法學部の
ことは同氏と小生と爾人が重荷を負ふて立つことになつたd然るに中橋氏
は英吉利法律學校に關係がある上に官吏であったから早稻田法學部の爲
め精神的に努力すべき境遇にあつた者は微力なる小生一入のみであつた。
　其頃（明治二十二年？）故大隈侯が條約改正に關聯し遭難せられ野に下
られたる際、故鳩山和夫、故加藤高明の爾氏も亦扶を連ねて外務省を去ら
れたることあφ、或夕侯は鳩山か加藤を校長にしては如何かとだしぬけに
小生に耳話せられたことあり。小生は之を高田、田原氏等に告げた庭が一
時は皆大に驚かれたが結局高田氏は侯の意を諒とし鳩山氏を校長に膀す
ることとなり、小生は高田氏に随行し爾人にて小石川江戸川町の鳩山邸に
て正式に其申込を爲したことを記臆：して居る。校長は故前嶋密氏（高田氏
の岳父）が多年之に當り何等交迭を要する事惰なかりしも政攣に俘へる侯
の意思により鳩山氏を校長に戴くこととなつた。而て侯が高田、天野、坪
内等の先輩諸氏に其意を漏す前、當時若輩なφし小生に先づ相談を持掛ら
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れた理由は小生が平常屡法學部の人手少きを侯に懇たことがあるから鳩
山、加藤（共に法學者）を校長にしたらば法學部の振興に都合が宜からう
と思はれたのと前嶋氏に劉する氣兼もありたることならんか。
　鳩山氏が校長となられた後も學園の實灌は依然高田氏にあり、事務の衝
に當りたる人は田原榮氏（幹事）であつた。田原氏は廣島縣の人には珍ら
しき典型的紳士であつて愛校の念燃ゆるが如く學園の爲め渾身的努力を
捧られた。而も人に接する圓轄滑脱巧に外來講師を操縦せられたりしかば
顔燭の貧弱な法學部も禮面を保ち來たれり。
扱鳩山馬が校長となられたるも唯國際法の一部を少時間づ玉受持たれ
るに止り藪務の重荷は依然小生の肩上にありたり。當時（明治二十年乃至
三十年）の外衆講師として小生の記憶に存する人々は、戸水寛人、田中隆
三（小生に代り債灌法受持）、古賀廉造、松・室致、磯部四郎、内田定槌、原
嘉道、關直彦、石井菊次郎、朝倉外茂鐵、伊藤悌治、岡松参太郎等の諸氏
なり。
　明治二十三年頃は法典震布を萌にして我法學教育の韓換期であつた。早
稻田の法學部にても當初は主として英法を授けたりしも其頃より新法典
（現行法典修正前即ちボアソナード氏の手に成りたる法典）を講述するこ
ととなつた○
　小生が學園に在りしは明治三十年頃迄で十年内外に過ぎなかつたけれ
ども當時の追想は小生の最も愉快に感する所で小生全生活の最も幸編な
る時代であつた。生來俗塵中に苦闘するを欲せざりし小生としては永く學
園に留て青年の教育に努力したか砂しは山々なりしも家情の許さざるも
のあり途に學園を去らざるを得ざるに至たことは返す返すも淺念なりし
と同時に現今に至る迄學園に踏留て努力せられたる諸氏に劉して常々申
課なき様思ぴ居る。
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　　◎早稻田と法學
　　　　　　　　　　　　　　　　　　評議員　野間　五造
　私が早稻田學園に於て法學をまなんで居たのは、明治二十年頃の事であ
つて、其頃法學專門の學校としては、官立の帝國大學と濁逸協會學校の外
かに、東京市内に於て私立法律學校が五ケ所創立されてあつた、就中英吉
利法律を專門とする學校は、我早稻田專門學校（現在早稻田大學）・と英吉
利法律學校（現在中央大學）、專修學校（現在專修大學）、との三校であつて、
佛蘭西法律專門の學校は、明治法律學校（現在明治大學）と和佛法律學校
（現在法政大學）とであつて、司法省管轄の八年學校と攣則三年學校は共に
塵校せられて居て、慶慮大學の法學部と日本大學とは未だ誕生しては居無
かつたのである○
　右私立五大學校の内で、高等丈官受験資格者として「特別認可生」と呼
ばれて居たのは、早稻田專門學校の法學部生徒にして英語蒙修科を卒業し
たる者と、英吉利法律學校の英語法學部の卒業生と、和佛法律學校内の佛
法原語科及び奮司法省の正則法科卒業生に限つて居たのであつた。
　勿論其當時我邦に於て、法典と名の附く者は、刑法と治罪法のみであつ
て、其他には憲法も無く、行政法も無く、民法も無く商法も無く、全く我
邦は不威文國であつて、從て其何れの學校に於て教ゆる學科も、刑法治罪
法の二法典を除いた其他の科目は、皆な各其所属國の專門的原書を基礎と
して教授した者であった、英吉利法律を學ぶ者は、「ブラツキストン」の
英法註繹を基礎本として學脅し、佛蘭西法律を學ぶ者は・「ナポレオン、コ
ード」の註繹本を教科書として教育された者であつた。
　然るに其課程が段々進行し、生徒の研究が次第に纏奥に芝くに從ぴ、英
佛爾種の學習に就て非常な難易が其間に醸生される様に成つて來たので
ある、夫れと謂ふは、元來に於て英利西法律は其本國が不成文國家であ
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つて、法典が統一されて居らす、或者は普通法の規定に則り、或者は衡雫
法の條規に運はねばならぬと謂ふ次第で何か問題にぶっかれば直ぐ各種
の「ス、タチユート」や凡百の判決令を詮議せねばならぬと謂ふ様な謹で、其
煩雑さ加減はお話にならぬ始末であつたが、夫れに引き替へ、佛蘭西法律
の方は根が法典國であつた計砂で無く、我政府の法律顧問は前後皆な佛人
で、中にもrバーソナード」の如き、自國法典の麟課から、我邦の法典の
草案も編纂したと云ふが如き次第柄で、佛蘭西派の法學生は非常な便宜を
保っ幸禧な立場にあつたのである。
　斯様なわけで、佛蘭西派の學生は研學の最初から日本法典の草案を教科
書として用ぴて居たのであるが、英吉利法律を學ぶ者は、左様な便宜にあ
φっけす、學習の教科書の鋏乏には非常な苦痛を感ぜしめられた者であ
る、現に我々早稻田の生徒は、圖書館で原語の法律書を、五人に一冊づ玉
借受け、漸く廻り讃みで聞に合せて居たのを記憶して居るが、夫れはそれ
でも未だ良い方で、專修學校や英吉利法律學校などでは、十人に一冊づ』
の借覧も出來す、途に教師が嘗て學習した際の、「ノート」を貸與し謄爲せ
しめたと謂ふことで有る、其當時洋書販費店は丸善と兎屋の二軒であつた
が、何れの店でも注文なれば兎も角く、雫常原語の法律書など貯へて居ら
れた者では無い、其後に到り英吉利法律學校では、之等の不便を救治する
目的で、法律原書の「テキスト、ブツク」刊行會を興してくれたので、我々
早稻田の學生までも其飴澤を享けて、僅かに研究に資することが出來たの
で在つた。
　今日は什磨であるか知らぬが、我々在學當時に於ては、早稻田の法律部
と云ふ者は、決して優秀な者では無かつたし、亦決して繁昌して居たとも
言へ無かつた、他の四大法律學校に比較して頗る劣等な者であつたのみな
らす、生徒の数も甚だ少なく貧弱極まる見窄らしい者であつた。
　元來に於て早稻田學園の特長は政治學科で有る、（現在の維濟科及文科
II． 同 想 談 67
を含む）、此學科は毎時も榮へて居た、從て早稻田學園の法學部の生徒は
牛分は政治科の學生の様で、他の四大學校の生徒とは其育ひ立ちに於て其
考へに於て餓程と異つて居た、彼等は法律を學びつ～法律を以て一代飯を
喰ふとは思ふて居無かつた様子で、辮護士試験や判事試験を受ける者が甚
だ少なく、却つて文章を書いて新聞記者に成つた砂、演舌使ひと成つて地
方政客の群に投する者が多かつた・
　學校の方でもまた、他の法律學校の様に、民法や商法の研究に重きを措
かす、法律學科の裡に、天野の経濟學、三宅雲嶺の論理學、關直彦の法理
學、有賀の肚會學などが並んで居たのみならす、島地黙雷示寧師の哲學まで
が副ふて居た、殊に我々英語粟修科の生徒は、坪内の「バシヲツト」の憲
法、高田の代議政罷などが重なる教科目で在つたのを見ると、早稻田學園
の法學部なる者が、奈何に特種な者であつたか穿知れる。
　這般の特種の性質を帯びて居たことが常に損失を受くる許りでは無か
つた、其後に到り計らざる機會から其特種性が世に持て難され、早稻田得
意の時代を將來せしめたので在つた、此不思議な顯象を來たさしめた謹と
言ふは斯うである。
　明治二十三年の春には、我邦始めての國會が開設されると謂ふので、其
爾三年前から、辮論の練習が盛んに行はれ、到る所に演設會や討論會が開
會せられた、其中でも五大法律學校の聯合討論會は非常な評判で、毎月開
催せらる玉錦輝館や厚生館や井生村橦等の會場は、何時も満場立錐の蝕地
無き迄での盛況を呈して居たので有つたが、其五大法學校の内で、全く早
稻田の選士が言論の雄として薪然群を抜いて居た、其情況は恰度現今の野
球仕合に於て早稻田が冠頭の位置を占めて居ると同様の殆末柄であつた、
猶ほ其他に於て其當時、早稻田の特性を震揮したのは、早稻田自身が其策
源地であつて且つ其流行を促して居た、「擬國會」（ムート、パーリアメン
ト）の實施であつたが、此演習なる者は、全く憲法や法制學が其基礎を爲
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す者で、普通に民法や商法の罐利義務を論するとは、其趣を異にし、派出
な華麗な雄辮を必要としたので、豫て政治學的の法學に専心して居た、早
稻田の學徒は時こそ來れと得意の登場をなした諜であつた。
此擬國會の中で、殊に私の記憶に残つて居るのは、其當時政府の命で議
會制度取調の役目を絡へて臥洲より蹄朝したる一行六人、（其内にて現存
せる人は中橋徳五郎、有賀長文爾氏）、と其前年康滅の蓮命に置かれてあ
つた、元老院議官、（新任貴族院勅選議員）を中心として夫れへ朝野の政客
を加へたる大一座、（加藤弘之．細川潤次郎、菊地大麓、大井憲太郎、植木
鼓盛等五拾蝕名）を以て、議會制度研究會、帥ち公開の擬國會を開設した
ことで有る。
時は明治二十一年の秋、場所は京橋厚生館、其世話役には豫て擬國會實
演に維験を有する早稻田の連中に頼み度いと謂ふので、關直彦氏を通じて
末松謙澄氏よりの委頼が有つたので、其當時早稻田常設擬國會の委員をし
て居た、故米國文學士小倉と謂ふ校友と、吾輩とが指圖役として出張した
のであつた、勿論議會制度の雛形を其儘々實演するのであるから、先づ最
初に議長を選び、内閣員を作り、夫れから政府委員や代議士を椿へる運び
と成るのであつたが、さて愈々開場せんとする場合に成つて、加藤弘之と
紬川潤次郎と何れを議長に推すべきかに付て、議論が二派に岐れ、定刻と
成るも開場することが出來す、大狼狽を演じた結果、止を得すと謂ふので、
小倉と吾輩とが替りに、議長と書記官長の役目を勤め、漸くお茶を濁した
のは滑稽であつた、此喜劇の舞壷へ登場した吾輩は其當時二十二歳の生意
氣盛りであつたことを申添へて置く。
此外か在學當時の記憶を辿つて話して置かうことは、英吉利法律の謹語
の不充分な一條である。佛蘭西學派の學徒は讐學に於ける猫逢學派と同様
に、古くから相當の文字を以て醗課語が製造されてあつたが、英吉利法律
の中で、種々專用の術語（テクニカル、タームス）の如きは未だ充分に諜出
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されて無く、多くは原語の儘にて使用されて居た様な謹である。然し何時
までも原語の儘々で使用するわけには行かす、相當の麟諜語を編み出さね
ばならぬと謂ふので、師弟を通じて飴程と骨折つた者である。今や其内で
著名の例誰を學げて、お笑ひ草に供へて見よう。
　契約法中に存在する、Consider翻onと云ふ文字に、長らく適當の諜文
が認められ無かつた様で、或は「原由」とか、或は「報酬」とか誌されて
居たが、途にr約因」と云ふ好・文字が現れる様ふに成り、現在では普通の
英和字典の裡に於てさへ「約因」と記されて居る様に成つて來て居る。
叉た：Estoppeleと云ふ術語の翻鐸は飴程と困難であつたと見え・初めには
「駁論阻止」とか、「不能反護」など～云ふ丈句を附けられて居たが其後種々
評議の結果に於て「禁反言」と言ふ文字を使ふ様に成った、叉た：L乱w
of　Tort今では「私犯法」と諸ふ熟字に成つて居るが、最初の時代には、
r侵害法規」とか「不法律」とか課されて居たものである、叉た・詮擦法中
に能く出て來るProb我bilityを「蓋然」と誌し出したのは籐程後ちの事で、
初の内は「多分的」とか「偶的」とか謂ふ文字が使用されて居た。猫ほ同法
律中の術語、Burden　of　Proofも最初の内は、「謹明義務負澹」とか「誰擦
的重荷」とか云ふ長たらしい文字を以て言ぴ現されて居たが、夫れでは不
便だと謂ふので、「墾謹之責」と云ふ、好術語が使用さる～様に成った、而て
之等の麟謹的術語を編み出すのは、決して先生丈けの役目では無く・生徒
の方でも色々な好文字を詮索して、評議の席へ持ち出した者であつた・
　或時或友人が吾輩に向て、左の如き質問を嚢した事がある・
　「君は英吉利法律を學んで何か特種の利釜を得たことがある乎」。
　此質問は一見甚だ奇問の如くであるが、決して奇問では無く、一種面白
い意義を含蓄して居るので有る、帥ち斯の友人の質問を解剖して見ると・
…・r君は法律を學んで何か利釜を得たか什磨か」…・・と尋ねたのでは無
く、佛蘭西や猫逸の法律を學ばすして、特に英法を研究して何か特別の利
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釜を得た事が有るかとの質間に外ならぬので有る。猶ほ一暦此言葉を明瞭
にせんとするには、左の文句を味ふて貰ぴ度い。
　　「日本の法律的系統は多く佛蘭西學派の占むる所であつて現行六法全
　書の過牛は佛謹に基いて居るので有る、斯かる場合に庭して君は何故
　に、殊更ら選んで縁の薄い英吉利法律を學んだので有るか英法を學んで
　什塵な利釜を得た乎」。
　是は眞に意義ある質間である、現行法律の運用技師として衣食して居る
判事や辮護士を希望する者が佛蘭西法學や猫逸法學を捨て駄殊更ら英吉
利法律を研究したとすれば、夫れは決して利釜とは謂はれ無い、法律專門
家としては佛法を研究するが至當で有る、然し將來操敏者流や政治家にで
もならうと懐ふて居る憐輩が、英法を學んだとて必すしも無駄とは言へ無
い、言ひ換ゆれば將來立法者と成るか或は法學師範者と成る者が、英吉利
法學の特長で有る公法的系統を曳く、法理學や憲法や不動産や衡李法の如
き者を學んだからと言ふて、穴勝ち不利釜とのみは謂はれ無い。現に吾輩
の如き學問には縁の遠い者でも、過去の歴史中に於て、しみじみ英吉利法
學の恩澤を蒙つたなと、感附いた一場の挿話が有る、序でながら談じて見
よう○
　日清戦箏の結果日本が墓轡を占領し総督府を設置した當時、其爲政者中
で、清國の法律に通じた者一人も無く、從つて墓灘の如き邊睡の地方法律
を識って居る者があらう筈無く何も彼も盲目滅法の施政を布いて居たの
である。其内刑法の如き者は大清律を感用しようと日本刑法を適用しよう
と、乃至は新刑罰令を獲布しようと・一時の間に合はせには役立と思ふが・
英地方の慣習に依て成立して居る民法商法の如き者の蓮用に就ては奈何
ともすることが出來無かつた、就中其地の不動産法の如きは、数百年間自
然に蛮達した土地法であって、我邦人の如く近頃まで封建制の治下に在つ
て、劃一の土地制度に慣らされて居る者には、中々に墓置の不動産法は飲
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み込め無かつた者で有る、帥ち墓灘の土地財産は、「大租罐」、「小租穫」、
「佃租灌」、「水租樺」の四種の財産罐から成立して居るので、我邦の如き不
動産の完全所有穫なる者は墓還には無かったので有る、委敷言へば蕃地開
拓の許可を得た大租灌者は自已の有する構利の内から開墾の當時より九
十九年以下の租権を、第三者たる小租者に分與し、小租者は叉た其譲渡権
の中から、甲乙丙丁の四者に向け、八十年、六十年、五十年、参十年と思
ふ存分に分割して譲渡し得られたのである、此分権作屠の外かに、光緒八
年劉銘傳嚢布の土地法に依て、更に佃租者、永租者等が湧き出て來たので、
複雑の土地法が一暦複雑に成つて來て居るので有る、恰度英國普通法に於
けるRe乱1－Est乱tesの中から、衡干律に則る：Free－holdやJoint－tenancy
やCopercenaryなど呼ばる』各種の財産灌が存在するのと符節を合す
るが如き者で在つて、其當時墓醤院に居た判官達…・（過牛は司法省攣則
三年學校の卒業者）・…等には此込み入つた英吉利風の土地制度などは皆
目判ら無かつた様であった○
　其後明治三十二年二月第＋三帝國議會へ封し、政府は嚢濁事業公債法案
なる者を提出した、…・其法案中重要なる箇條は、壷運内地の「大租権」を
金貨千　百萬圓にて買上げると云ふにあつた…・其當時吾輩は帝國議會
に議席を有して居たのみならす、吾輩は其前墓薦に爾参年間生活して居た
ので、人からも壷濁議員と呼ばれ、自分も一廉の墓灘通を以て任じて居た
ので、此毫灘事業法案の特別委員に學げられ、其委員會に列すること～成
つた、何がさて、其當時は政府委員と謂ひ議員と謂ひ、未だ壼濁内地の款
況には通じて居らす、從て大租権とか小租権とか云ふ財産灌は奈何なる者
であるかと謂ふことが判つて居らす、其結果討論するにも材料が無く、復
た討議する資格も無かつたので、吾輩は毎同の委員會に出席して、英吉利
法律の不動産法を基礎とする、毫選土地制度のrレクチユアー」を以て、議
員諸氏の此法案に封する豫備智識を教養せしめた事を記億して居る、・…
72 法　 科　　同　　顧　 録
トンダ所で英吉利法律がお役に立つた者だと、今日でも猫ほ昔を追憶して
苦笑を禁じ得ないのである。
　◎早稻田に於ける講義
　　　　　　　　　　　　　法學博士原　嘉道
私が早稻田（東京專門學校）の講義を受持ったのは明治二十四年九月か
らでありました。私は其當時農商務省参事官をして居りました、そして特
許局長奥田義人先生が其前から同校の講師をして居られ且其年頃講師の
人選等をも頼まれて世話をして居られたので私も同先生からの御話で講
義を受持つことになつたのです。初め受持つたのは奮商法中の海商法であ
りました○
早稻田へ行きますと高田先生は私が東京帝國大學豫備門に入る前に準
備教育を受けた本郷元町の進文學肚の創立者兼講師で教を受けた方であ
めました。其學杜で英語を敏へて居られた今井鐵太郎と云ふ方も早稻田で
矢張り英語を教へて居られたし同學肚の監事と云ふ様な位置にあつた佐
藤静と云ふ人も失張り早稻田へ來て事務をとつて居られたので大分顔見
知りの人が多く最初よめ新な學校へ來たと云ふ感じはしませんでした。そ
れに坪内先生も進文學杜の直きそばに個人の英語教授をして居られ、私も
講義を聞きに行つた事があるので私から見れば矢張り師弟關係があつた
課です。
海商法の方は無論まだ公布されたばかりで施行はされてなかつたが明
治二十六年より施行される豫定に爲つて居たから朗に實施された法律を
講義すると同一の心持で專ら法文を基礎とし講義をしたのです。奮商法は
濁逸入・イスレル氏の起案に係るものであつたが。同氏は其當時内閣の雇
で專門としては公法學者であつた、ですが我國の爲に商法を起案する事に
爲ってからは廣く各國の商法を参酌し自己の意見を加へて立案したもの
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であつて、之には詳細な理由書が附せられて居りました。此理由書が立法
の理由を知るに最も適切な参考書でありますから私も主として之に基い
で我海商法の講義をしたのです、其外にも日本人で法典編纂に關係した人
の著書も多少はありましたから之をも参考に供しました。叉私は帝國大學
に於て英法を學んだ者であり我國の海運業も專ら英米を手本として総て
取引をして居たから英米の海商法に關する著書も有釜な参考材料と爲り
ました。此の講義を始めた時筆記して異れたのは小山愛治君で確か其前年
位の卒業生かと思ぴますが今は故入となられました。此講義を初めた時の
學生は私の記憶して居る庭では上原鹿造君等であ砂ます。其翌年が今の内
務政務次官齋藤隆夫君等の組であつたと思ぴます。
　當時私は未だ猫身で九段坂上の松葉館と云ふ下宿屋から人力車で早稻
田に通つたのであφますが勿論他に交通機關の無かつた時でありますの
で人力車で文字通りの早稻田の畦道を通つて校門に入つたのであります。
それから時期はよく畳えませぬが破産法をも受持つ事になへ後には會杜
法をも受持ちました。明治二十六年四月になつて私は官を辮して代言人と
な砂績いて辮護士となり事務所を京橋匠八官町に設けたので其虞より矢
張ゆ人力車で早稻田迄通つたのです。而も役人時代でも辮護士時代でも午
前十時頃からは其方の用務に從はなければならぬので學校の講義は大抵
午前八時から十時迄と云ふ事にして居りましたから京橋から早稻田迄通
ふのには約一時聞を要するので籐程早起をせなければ間に合はなかつた
のですが若い時代の事で雫氣でやつて居ました。其後年を経るに從ぴ辮護
士の方の事務が忙しくなるので講義の課目を減じて参りまして一番後に
一年聞手形法を受持つた事があります。手形法は其時が始めてなので新に
講義案を作成する暇が無かつたのですが其當時專ら法學部の世話をして
居られた鈴木喜三郎君が態々私の此の飯田町の宅迄來られて講義の方法
はどうあつても宜敷いから是非持つて異れとの事であつたので毛戸勝元
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君の手形法論綱と云ふ其當時では新著の部に属してゐたものを教科書と
して之に基いて講義をしたのでしたQ斯くして早稻田には十四五ケ年講義
をさせて貰ひましたが本職の方が忙しくなるのと年をとると朝早く起き
て遠方迄通ふのが臆劫に爲るので途に止めせめて頂きました。此早稻田
（東京專門學校）で初めて受持つた海商法の講義は私にとつては頗る記念
すべきものであるので其講義筆記は装釘の上其後の講義録と共に保存し
てあつたのですが大正十二年の大震火災の際事務所と共に全部僥失した
ので甚だ淺念に思つて居りました、庭が一昨年かと思ひます前大審院部長
の田部芳博士が私に向ぴ、自分は此頃所藏圖書の整理をして居るが其時に
君の早稻田で講義した海商法の筆記を獲見した、之は君の奮名の難太郎時
代のもので、自分は現行商法制定前後に廣く日本に於ける商法に關する書
籍を集めたが、其時に買つて置いたものと思はれる、との話であつたので、
私はそれは自分が初めて早稻田で講義した時のものと思ふが、自分の手に
有つたものは淺念乍ら大震火災の際焼失して今は得る事が出來ない、と答
へた所田部氏はそれならば僕の褒見したるものを君にやらうと云はれた
ので、大いに嬉んで之を貰受け、今は私が其由來を記して第一東京辮護士
會の圖書館に寄附してあります（談話筆記）。
　　◎當　時　の　同　想
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田　中　隆　三
　私が早稻田大學の前身東京專門學校に最初にi教鞭を取つたのは何分古
い事とて確な記憶は無いが中橋徳五郎先生が大阪へ行かれるについて代
φに其の講座を受け持つ事になりましたのですから、明治二十四年からと
存じます。初めは破産法、二同目には民法物罐篇を講義し、最絡の頃明治
三十五六年には、民法債灌篇を講義致して居砂ました。
　何分教授すると申しましても、私も大學を卒へて闇も無き事とて、今日
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の大學教授諸君の如く學識経験共に優れてゐやう筈もなく自然實地教壇
に立つ場合、一個の確信を以て教へる等の事もあめ得ませんで、謂は壁學
生と共に研究すると言ふ心持で絡始して來ました。これはお世辮でなく實
際だつたのです。
　當時の學生は今日の青年の集ゆとは異り、郷里に妻子を淺して上京した
者や先生よりも年上の學生で實に篤學の士多く、學ぶに眞創味あり學生自
身の研究たるや實に熱心であ抄ました。學生の氣持が右の如くで先生と共
々に眞創に研究するといふ次第でありましたから、休講が績いたり講義を
胡魔化したりするときは早速排斥されると言ふわけで先生も知らぬ事は
調べてから返答し、學生と共に研究すると言ふ有様でありました。
　當時は學生の歎も少かつたからでもあ砂ませうが、先生と生徒との聞柄
は所謂師弟の間柄ではなく、學生の相談相手となり・共々に研究にいそし
むといふ親しい間ネ丙でありました○
　今日の様な指導教育も必要ではあるが昔の様に共々に研究すの方も大
いに敷果があつたと存じます。
學校と申しましても田圃と茗荷畑の中に・木造の校舎が一棟しかなかつ
た當時のことを同想致しますると、誠に感慨無量に存じます（談話筆記）Q
　◎懐　善　　談
　　　　　　　　　　　　　　　　　齋藤隆夫
　自分が早稻田に居つた頃（明治二十四年一同二十七年）は學校の前の茗
荷畑に蛙が鳴いてゐたものであつた。當時の學校は甚だ徴々たるもので自
分と同期の卒業生にしたところで邦語行政科が十六名（内四人死亡）邦語
法律科が七名（内二人死亡）合計二十三名の少籔であつた。同期生の中で
今記憶に在るのは松井郡治（辮護士）、永富貞平（長崎地方裁判所長）、生津
和太郎（大分地方裁判所長）の諸君位なものである、法律科に笠原實太郎
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と云ふ人が居つて高文の行政科の試験を通り相當の所迄行つたが惜しい
哉早世した。學校の設備も亦貧弱なもので震災前迄あった煉瓦造の大講堂
の外は全部木造であつた。先生としては原鐘太郎（嘉道）〔商法〕、水野錬太
郎G澄擦法〕、松室致⊂刑事訴訟法〕、田中隆三〔民法〕、高根義人〔手形法〕、
奥田義人、干田譲衛等の方々が見えられたが、此等は何れも專任でばなく、
大抵役所勤めの傍で藪へて居られた。それで役所が忙しいからとて休むと
云つた風で、奥田先生は眞面目の方であつたが、講義が絡φ迄完全に濟む
ことは殆んど無かつた。田中隆三氏の如きは休み勝ちな爲め學生中辮職勧
告書を逡つた者があつた。すると田中氏は講義を絡ると同時に立ち上つて
「自分は平素休み勝ちで諸君にi封し申謹がない。ところが幸ひ辮職勧告書
を邊つて異れた者があるから・此機會に欝職する」と云ふやうなことを陳
べて行つて仕舞つたので、今度は學生の方が驚いて謝罪に行つたなどと云
ふ喜劇もあつた位である。憲法は高田先生の受持であつたが、先生の憲法
は英吉利流で政治的に憲法を講義され解り易く講義も絡φ迄濟んでよか
つた。憲法が法理的に講繹されたのは後の事である。こんな講で入學當時
の期待に反すること甚しく大いに憤慨したことであつたが、それからは先
生を宛にせす、當時制定を見た民法の註繹書等を相手に自學自習に努め
た。自分の考へでは大學にもなれば教師と云ふも萬事に精通して居る講で
はなく又學生の力も相當にあるのだから先生のみに頼らす自力を侍むべ
きだと思ふ。又當時の私立學校は自由解放的な黙に特色はあるが、學校に
頼る講に行かなかつた。從つて猫學であつた。其結果卒業生の粒が官立の
様に揃はす出來る者と出來ない者との差が格段であつた。近來は蓮動が盛
んで運動家がもてるが、運動家は一膿1に勉彊しないもので、自分の同輩で
在學中就交や蓮動の方にのみ力を注いでゐた者で肚會的に成功した者は
殆んど居ない。
　自分は在學中を通じて寄宿舎に居つたが其の舎費が一ケ月三圓二十鏡
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で、それに月謝の一圓八十鏡を加へると丁度五圓であつたから、物債の安
かつた當時（蕎変一杯八厘叉は一鏡）月に七・八圓あれば十分であつた・寄
宿舎生活の思ぴ出を語れば、先づ賄征伐であらう。それは食堂で食事中何
庭からか茶碗を投げ始めるのを切掛けに皿、お鉢に至る迄一切を破壊して
待遇の悪い賄方をいぢめたものであつた。寄宿舎の生活は質素なもので、
六曼に二人置かれたが、勉彊が仕難いので狭い虚に特に一人置いて貰つた
ことがある。又冬布團一枚で寒いので蚊帳を着たところが環の音がするの
で、隣室の者に聞きつけられ、「君は蚊帳を着てゐるのか」と笑はれたこと
もある。金持の學生は寄宿舎に居らす下宿で贅澤してゐたが、そんな者で
蝕りえらくなつた者はないやうだ。
　當時の學生の思想は純眞で今日の様な學生の思想問題などは起らなか
つた。又撃生の娯みと云つても向島の百草園迄歩いて行つて蓮動會をする
とか、夜紳樂坂へ散歩に行くとか或ぴは戸山ケ原へ蓮動に行く位なことで
あつた。それから法律科で時々討論會や演説會があつたけれども大して盛
んではなかつた。慨ほ自分の在學中は何うした諜か大隈侯は一度も學校に
見えられす、從つて自分が大隈侯を初めて見たのは卒業式の日であつた・
當時は板垣の自由蕪、大隈の改進蕪が藩閥に反抗した時代で紳田の錦輝館
で政談演説が行はれたが、學生は集會政阯法の爲めに聞くことが出來なか
つた・それで學生の中には朝退學届を出して演読を聞きに行き晩に叉届書
を返して貰ふ者もあつた。自分が政治に足を突込んだのも結局早稻田に居
たカ》らであらうと、思ふ。
　顧れば三十七年の昔。早稻田も大きくなつたo併し政府部内に於て見る
に私立の勢力は甚だ微々たるもので、官立派の勢力は容易に抜き難いもの
がある。されば私立の卒業生は官界に入るよりも、もつと自由の天地に
其の翼を伸ばした方がよいと思ふ。妨ほ最近學生の思想問題が憂慮されて
ゐるが、人生の経験淺く思慮未だ定まらざる學生が或は伊のムツソリー
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㍉或は猫のヒツトラー・叉極端な者は露のレーニン・スタリーンの直諜
的思想にかぶれて其の前途を謬るのは寒心の至りである。他校はさて措
き、早稻田だけはそんな事が無いようにしたいものである（談話筆記）。
　◎早稻田の學風
　　　　　　　　　　　　　維持員　小山　松壽
信州の山國から東京へ出て來て、早稻田の大隈老侯に謁したのは、私が
十六歳の時であつた。直ちに寄宿舎に入れてもらつて、得業生となつて、い
よいよ學校を卒たのは、私の二十歳の時で、最年少者であつた，級の最長
年者は四十歳位で教室では親子が並んでゐる有様であつた、入學した総数
は七十名位であつたが卒業の時は十七名程になつてしまつた。
學校の門前一望は稻田で、江戸川橋から矢來に通する道路の邊まで綾い
て居た。人家は學校の前に下宿屋と本屋、その裏に三枝氏邸があり、左手
には大隈邸・右手は豪傑連の巣であつた・ソバ屋の三朝庵である・
寄宿舎は今の大隈會館正門前の道を隔ててあつたのであつて、一室六聲
敷學生二人を入れて居た。當時の學生、早稻田の書生といふものは、帽子
は被らす、ステツキを振りまはし諏申樂坂邊まで押し出し・叉遠くは紳田
邊までも遠征した。神田には三田の學生も遠征してゐたが、彼の風釆は縞
の羽織に角帯、ソフト帽を頂くといふ有様、この三田の學生の服装と、前
の早稻田の學生のそれとを劉比して、以て爾者當時の校風を知ることが出
來よう。
早稻田の學生は盛に辮論をやり、談論風嚢何庭へ出ても決して退けを取
らなかつた。斯くの如く早稻田の書生は豪映不屈の精紳に富んでゐたので
あるが、他方優にやさしいところがあり文學的氣分があつたのである、そ
れは、文科の方で坪内先生の有名なシエクスピヤーの講義等があつて、授
業のない學生は政治科たると法律科たるとを問はす穂講したものであつ
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た。然らば、なぜ左様に他科の學生が文科の講義なぞを聞く事が出來たか
と申すと、先生方の職業上の關係からして、夜分ランプを黙け授業があつ
た。高田先生の憲法、松室致氏の刑事訴訟法、江木衷氏の刑法、中村進午
氏の國際公法なぞの講義iがあつたのであつた○
　左様なわけで、夜間ランプの下で筆記をするのであつたが、江木氏の刑
法の時間は二時間でその聞先生の喫煙家であることの判るのは當時の紙
雀タバコカメラを四五箱も喫つてしもうと云ふ程である○叉松室氏はリツ
チモンドといふ煙草を自分で巻て飲みながら講義をしたが、読き去り説き
來つて、タバコにランプの火を附けやうとして疎髭を僥いたりしたのも一
興であつた。
　寄宿舎ではすゐぶん皆んな勉彊したものであつた。勿論圖書館等は不備
であつたから本を借り合つて讃んだ、私の隣室に島村抱月君がゐて、一日
中窓に背をもたらして本を讃みふけつてゐた。そして、殆んどこの寄宿舎
の連中は蚊帳を持つてゐるものがなかつたから、夕方などは、どんどん煙
をたいて大攣な有様であつた。蓮動なども、今のスポーツといふものはな
く、柔道と劒道位、春には向島で大蓮動會を催し、蝕興に坪内先生が「地
震加藤」を書き下ろし各科から選手を出して演出したゆした。
　當時右の寄宿舎に入らす、下宿にゐたもので著名な人は今の総長田中
氏、埴原氏等であつたが、私等仲聞の間では、ちやんと寄宿黛か、下宿窯
かが、嗅ぎ分けられたものであつたGそしてこの下宿連中の庭に押しかけ
て行つて大いに奢らせたものである。帥ち蕎萎のモリ、カケ、風呂は八
厘、いろはの牛肉屋では六鏡五厘出せば腹一パイ食へたものである。
　我々學生として記憶にのこつてゐるのは、高田先生が矢來で暴漢に背後
から切られたこと、それから三國干渉事件である、我々は文科たると法科
たるとを問はす、打て一丸となり大いに愛國の熱情にもえたものである。
　斯くの如く我が早稻田の學生が、氣骨凌々都の西北に、一種の天地を作
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り天下に其の意氣を示し得たものは何ぞ、曰く、故大隈老侯の存在則ちそ
れである。侯の豪快、侯の氣焔、これが我々學生に移つて早稻田の氣質、
早稻田の學風を作り成したものであることを、附言して、以て、私のお話
を絡り度いと思ふ（談話筆記）。
◎早稻田大學創立五十年記念に際して
　　　　　　　　　　　評議員法學博士　副島　義一
　自分は、明治廿九年の頃より、早稻田大學の前身たる、專門學校法律科
の藪職の末席を汚して居つた一人であるが、當時は、一般に學生の員数少
く、i教室も時として、欝粛に過ぎるの感なきにあらざりしも、學識不十分
ながら、研究心に燃えっ～ありしゆゑ、講義には、眞劒的に從事して居つ
た。而して學生数少く、教室狡かφし爲め、膝を接し小聲にて、能く詳細
に講演することが出來た。叉學生に於ても講義中不審や疑義の黙あれば、
直ちに立ちて質問を稜し、鷹答と再質問とに花が険き時としては、小討論
會見た様な、場面を現出することもあつて、當時の籔室は、大に活氣を帯
びて居つたことを・思ひ出ださざるを得ないのである・今日の如く・一教
室の學生の数、何百人と云ふ如き、多数と爲って居ては、若し講義中に、
質疑鷹答を許るすこと玉せば、種々の言議が限りなく提出されて、短時聞
中には拾牧着かす爲めに講義の進捗が、大に妨げらる玉こととならん。猫
逸の伯林大學に於ても、藪授の講義中、學生が何か質問を登したることは
一同も見たることなかつた事である。然れども、學科の眞の研究は、往時
の教室に於ける如き、遠慮なき自由なる質疑鷹答の方法を探るに依つて、
初めて之を期待することが出來るのである。當時、此の如き研究に熱心で
あつた學生が、今現に、名士と爲つて、杜會の爲めに活動しつ～ある、多
くの者を嚢見するのである・
當時の學生は、講師の講義を筆記することが、通常であったが、學脅の
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爲には、筆記は尤も必要の方法であるQ殊に當時参考書は少ぐ、叉今日の
プリントの如き、間に合せ物なかりし時代には、筆記は、學生にとりて、
止むを得ざる學習方法であつた。自分の経験した所に依るも、講義の筆記、
は學習に尤も有用の方法である。伯林大學に於ても、「ギルケー∫カール」
諸教授は、朗讃講義を爲し．「ヒュブラー」「ボルンハツク」諸教授は、談
話講義を爲して居つたが、「シュモラ’一」「マルチツ」諸教授は、學生をして
特に筆記せしめ、更に説明するの方法を採つて居つた。故に筆記講義も他
の大學に、例なきことではない。然るに、今日の學生は、勢を厭ぴ逸を貧
ぼりて、講師の講義を筆記せす、只プリントや参考書に依りてのみ、學脅
する者が多い様である。是れは間違つた見解に由る者である。、勢して功な
きものは、決して無い筈である。元より今日の諸學科は、其題目と内容と
が、彩しく増加して居るから、講師も成るべく時間を節約する爲め、急速
度を以て、談話的の講義を爲すゆゑ、學生は、之を筆記する飴裕なく、只
聞き放しにして置くより外に、道なきが如くなるも、篤學の者は成るべく
之を筆記する心掛あるることが、肝要である。或は折角學校に入學しても
講義時間に全く出席せざる學生も、多くある様なるが、これ不心得の甚し
き者である。叉教室に出席しても、只耳にて聞く丈けにては、不十分であ
る。蓋し講師の講義を、直接に耳にて嘉き、叉手にて之を筆記することは
二重の作用と爲るのみならす、筆記するには、熟嘉せねばならぬ、從て謄
裡に牢記する程度も、彊く爲るものである。加之筆記して置けば、後日の
記憶に供へ、又筆記に由り、更に思索と理解を掻張して、以て自己の學識
極養の根底と爲すことが出來る。初學者が、徒らに彼此諸書を渉薇する如
きは、只断識片知を聚積するのみであつて、決して本宋始絡を貫通する、
眞の學識を扶植する所以では無いのである。兎に角、現今の學生は、往時
の學生に比し、教室に於ての刻苦が少なく、徒らに時聞を室過する者が多
き様である、是れ今日學問普及の名ありて、眞の進歩が少き所以であるσ
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　今や、我早稻田大學は、大に蛮展して、形龍上、實質上宏大なる規模を
有する、學界の一大存在と爲つた。往時を回想し、專門學校時代の小設備
と比較して、實に一大驚歎を禁じ得ないのである。往時は、藪室も少く、
叉一教室、漸く四五十人位の學生を見るに過ぎざりしが、今は幾百の教室
を備へ、梢土大なる教室には激百の學生を充たして居る。教授講師も亦彩
しき激に昇て居る。然れども凡て物は・一得あれば、又一失あるを冤れぬ
のである。一室に数百人の聴講生を入るる時は・教室は恰かも演説會場と
同様に爲りて、往々にして静粛と規律を保つこと能はす・講師は各學生と
親しく膝を接して、詳細親切に學問の討究を爲すを得ざることがある・又
學生の面貌と姓名とを知ることも出來す。況んや・人格の陶冶に注意を梯
ふ如きことは思もよらざることである。是れ吾人が常に遺憾とする所であ
つた。但し今日に於ても、英法、佛法及猫法等の科目は、各クラス五十入
位を定員として、教授することに爲つて居るゆゑ証ヒ等の科目を澹任せる
講師は、能く教育の眞意義を叢揮することが出來るのである。自分も曾て
猫逸法の科目を澹任せるヒとありしが．クラスの學生数頗る少く、稽よ寂
箕の感なきにあらざりしも、各個學生の言貌に親接して、尋究繹明を詳悉
にすることを得たるのみならす、往時漢學塾等に於て行はれたる、輪講制
を施用して以て學生相互の研鐙を助長することも出來た。其他懇談會を催
して、各自の郷里、所感、希望等を陳述せしめ、個性の暢褒を奨働する機
會を造り、眞に入材教養の興味を畳ゆるを得たことは室に忘れ難きことで
ある。法科の學生は概して質實眞面目にして、研學に熱心の氣風を有する
ことは甚だ頼もしき至φである○
　曾て或校友（十盤年前甑に學校を卒業し肚會的に活動せる）が、自分と
不圖會合せし時、先づ久潤を序し、蒜なきやを問ぴ、然る後、自分が幾十
年も依然學校の講義に、從事せることを怪み、毎年同一の講義を反復して
果して能く、倦厭の念を起さざるやを問ふことがあつた。其の時、自分は
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人生誰か同一の事を反復して、生活せざる者があφや。納豆屋は毎朝納豆
々々と呼び歩き、鐵道の切符切は毎日切符切のみを爲し、會計士は算盤を
以て法律家は法律第何條を以て、其事務を反復取扱つて居るにあらすや。
何ぞ必しも、學校の講義の反復のみを餐むるの理あらんやと返答した事が
あつた。然れども、斯る無心の質問も、決して何等の意義無きものではな
い。言ふ者罪なし、蕪く者戒めを知らねばならぬ。猫逸の大學に於ては、
講師は、毎學期必す出講するにあらす。一年叉は牛年間は、休講して其聞
に新なる材料に付、研究する飴裕が與へられ、以て講義の刷新を計つて居
た。今日早稻田大學が斯く盛境に達せる飴勢を以て、猫逸大學制を参考と
し、我大學の講義制に改良を加ふることは、必しも不可能の事では無い。
是れ將來に封する一の希望である。將來に封する希望を陳ぶるは叉た既往
に封する記念の一端となるものなるゆゑ、鼓に一言附加して置く次第であ
る○
　　◎六時間の講話
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法學博士　岡田朝太郎
　嘗て大坂で勧業博覧會の開催された年、中の嶋の公會堂が出來上がへ
其開場式に大隈侯の御談があることに決まりました、其際私も御供をする
ことになへ早稻田大學から其旨を囑託されましたが、侯の御一行は伊勢
路を廻られるので、私は前夜輩猫で大坂に着し、豫定の族宿花屋へ参つて、
部屋があるかと尋ねましたところ、知事はんが多勢御いでやすんで、え玉
お部屋はおまへん、と申す、どこでもよろしいと、女中に俘はれて行つて
見ると、成る程ひ・どい所、行燈部屋同然の中へ腰を下ろしました。
　翌日午後正一時、私が露佛ひとして公會堂の演壇に立ちました、題材は
都市の設備、此題材を選びましたのは一昨年敵洲留學を絡砂蹄朝したばか
りで、該地の都市の諸設備が搦ほ目に淺つて居るのと、それが爲め其春名
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古屋でも同一題材で話しをした事があつた爲めです。
　先づ第一道路に付き、つとめて歩道と車馬道とを庭別すること、適當な
場所は左右の歩道の外、中央に廣き歩行鍍散歩の道路を設け。其爾脇を馬
車道とし、伯林のUuむer－de11－L1ndenのやうな五線路を作ること、特に
左往右來の規則を設け之を働行すべきことを述べましたが、道路其他の進
退に武士は左を往き右を來るを作法とした、其講は刀を左に差して居るか
ら、事が有つて突差に抜くには、身盟が左寄りにあつて、右手で抜き放す
に好都合だからである、然るに歩兵は銃を右の肩にし、急な場合に右手は
墓尻、左手は銃身に添へて構へる爲め、道路は右側を進む方が便利である、
そこで規則を作るに、進むのを左にするがよいといふ説と、右にするがよ
いといふ説と、大に雫はれたのであるが、歩兵が往復する場合は、李入の
それに比してすつと少いから、矢張り左往右來がよいと主張したが、それ
とて刀の無い時代には、あまり彊い理由にはならなかつたのである。
　道路に次いでかなり長く述べたのは公園の設備のことでした、大公園は
市外に在つてもよろしい、私が彊く主張したのは、なるべく多く小公園を
市内に設けたい・而して其用途は・主として近接町内の見童の遊び場所に
したいといふ意見であφました、都市の・一般住宅にはヤ自己の邸内で小供
を遊ばせることの出來る庭園などは無く、往來で遊ばれては、小供にはあ
ぶなく、通行人には不便である、因つて所々に小公園を設け、野羊に引か
せた車其他で小さい子供を逡ψ迎へをし、園内では数名の番人むしろ世話
藪育をする者を置くことにしたいと、此等の關係希望を種々の黙から観察
した感想を詳述しました、それでやがて二時牛位に成つた所へ、小使が私
の傍へ來へ耳語して曰く、た讐今至急電報により、大隈侯御一行が汽車
に後れ、到着が蝕程邊くなりますから、何とかして一行の到着まで話を繋
いで臭れとの事であります。と、私は少々當惑しましたが、直ちに一般i聴
衆に其事情を告げ、私の話にお飽きになつた方々は、遠慮なくお引取りの
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上、侯の御着の頃再び御いで下さい、私は題材を改めて話を績けますと断
夢、次に劇場の事を述べ出しましたo
　敵洲の或る國々では、國立、市立其他公立の劇場あり、大抵それらは、
公休日には極めて安い入場料で、一流どこの俳優又は音樂家の藝術を見聞
きすることが出來る仕組みになつて居り、是非に我が國に於ても、此仕組
みのものが欲しいことを詳述しました○
次いで浮んだのは大々的水族館の設立であります、四周海なる我が日本
に於て、海産動物の生活朕態を明確に見取ることの出來る、大設備のない
のは眞に訣鮎であります、私は今でも其必要を深く感じて居φます。
　魚に牽聯して動物のことが念頭に浮び、其愛護其虐待防止の必要を縷述
しました、我國では子供は固よ弧たまには大人まで、知らぬ犬猫を見れ
ば杖で打ち、雀や烏を見れば石を投げ、淺草のやうに馴れた鳩が足元に近
けば．不意に蹴る眞似をして驚かしたへ馬が坂を登砂かねれば、荷が重
も過ぎることには構はす．無闇に打ちはたく、斯る悪習は不知不識の間に
残忍性を醸成し、途に帝國をして血に關する犯罪のプ・ツヱトに於て、
世界の第二位たらしむる素因の一を爲すのである、豫て之が防止の必要を
公演したことがありましたが、佛蘭西留學中寓居のすぐ前方のJ我rdin　de
：Luxembourgに於て．人に馴れた雀を見るに及んで、釜々其信念を高めた
のです．食卓でこぼれる飽包の粉を袋に溜めて子供に持たせ、保嬬が連れ
て右公園へ來て、それを雀に投げ與へる、多数の子供が朝夕さうする爲め、
雀はすつかり人に馴れて、た唱二側へ來るのみならす、粉を掌に載せて差
出して居れば、掌の上に乗つて拾ぴ、肩や天窓へもとまつて餌をねだる、
子供はくすぐつたくて、首を引き込めてゲタゲタ笑ふ、私はそれを見るた
び無限の感に打たれ、他でも屡々此例を引用しましたが、公會堂では特に
詳述したのでした○
　績いて都市の路傍に或は座し或は立つて物を乞ふ不具者の救濟、全國に
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亙る孤見又は貧見教育の場所設立の必要を述べて居る所へ、侯御一行着の
爲め話を打切りましたが、正味六時聞、これが私のこれまで。恐く一生の
中の一番長い講話であります、激年前わざわざ奉天まで出張し、数名の講
師の最後に廻はされ、特別仕立の汽車の都合上十五分で中止した・それは
反封に一番短い講話でありますが、早大には無關係の事であります。
　◎同　　想　　談
　　　　　　　　　　　　　　法學博士　男爵　　李沼験一郎
　私が早稻田の法科で講義をしたのは明治三十年後から四十年の闇のこ
とである。科目は債檬総論と民法総論であると記憶する。その時代の學生
の中には今もう大臣になつた人も居る。其他官界に於ても民間に於ても有
力なる地位に居る人も澤山ある。ついこの聞のやうに思はれるが、もう三
十年以上にもなる。その時分は高田さんと天野さんが學校の世話をされて
ゐた。松亭先生は自分より先輩で其時代にも今と同檬漢學を教へて居られ
た。其他その時分の人では中村進午君や岡田朝太郎君が今でも居られるや
うだ。鈴木喜三郎君や小山温君も皆講師をしてゐたo
　その時分早稻田は茗荷畑であつた。私は牛込の若宮町にゐて畑の中を自
韓車で通つたものだつた。電車はまだなかつた。
　今の民法が行はれて聞のない時分であつたから、こちらの研究も聞に合
はないので講義には随分骨の折れたものであつた・
　元來日本の法典は條約の改正を早く實行しなければならぬといふ事情
に促されて其の編纂を急いだのであつた。條約の改正は明治維新後國家の
熱望する所であり、國民としても大いに要望する所であつた○この條約改
正のためには多くのことが犠牲にされねばならなかつたQ殊に外國が條約
改正を拒絶する理由は、外國から言はせれば、日本にはまだ文明の法律が
なかつたといふことにある。こちらとしては日本傳統の精紳的文化があ
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り、これを以て向ふを指導し得るのではあるが、あちらでは日本を野攣覗
して、日本の法律の不完備のために不安を感じてゐた。その故に急いで西
洋人の満足するやうな法典の編纂を求めたのである。初めはフランスの學
者を招いて民法典の編纂に着手し、刑法治罪法が最初に出來て實行せられ
た。民法も草案は出來た。後にはドイツの學者も招かれて商法の編墓に着
手するに至った。
　其時代に日本には色々な學派が出來て、一種の蜀抗款態を現出した。そ
してこれが法典編纂にも影響を來して、フランス流に出來た最初の民法典
は反封論の盛なりし爲議會で否決され新に其の編纂をすることになつた。
かやうにして新に明治二十四五年頃に着手して出來たのが今の民法であ
る。これには猫違流の形式が織り込まれた。早く作り上げねばならなかっ
たし又前に申した外人の要望もあることであるから郎一言で申せば條約
改正間題のために法律を西洋流に作り上ることは已むを得なかつたので
ある。自分が早稻田で民法の講義をしたのが條約改正と共に法典が實施せ
られた後聞もない時である○
　私らが帝國大學で學んだ時分は法典のまだ出來ない先だつたので外國
の法律を英語で學んだのであつた・然るに・法典はドイツやフランスに習
つた黙が多いので、我々もドイツ語やフランス語を學んで闇に合はせねば
ならなかつた。それであるから私が早稻田へ行った時は、原書を讃むのに
随分苦しんだものだつた。恰度その時分はドイツ流行の時なので、ドイツ
のオーソリテイーに基いて講義することが必要であつた○そして、これま
での各學校の講義と大分その内容も形式も攣つて來たのである。ウインド
シヤイドやデルンブルヒやを呑みこんで行かねば人が承知しない。梅さん
の民法の著書もあつたし、講義録にも私よりも先に書いた人があつたが、
民法の講義者としては私たちが早い方であつたらう○
　その時分の學生の思想は、私はた穿教へるだけだつたからよく分らない
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が、法科の學生は一罷に穏健だつたやうに思ふ○何にしろ大隈さんの創立
された學校であるから學生には薩長藩閥に勤する封抗意識があつたのは
當然であらう、だが法律方面の學生には政治科の人に比すればそんな考は
薄かつたと思ふ（談話筆記）。
　◎追　懐　談
　　　　　　　　　　　　　法學博士　鈴木喜三郎
今鼓に早稻田も五十周年を迎へ醜賀の宴を張つた・誠に同慶の至ゆで
ある。
私が早稻田に教鞭をとつたのは明治三十年であつた。當時は茗荷畑と茶
の木の繁つた田圃の中にポツンとあつた大隈邸附近の校舎で教へたので
ある・家なぞは學生の闇に二軒家、三軒家と欝び習はされてゐた下宿屋が
あつた位で、朝夕狐が出淡し茗荷や茶の木の間から見邊るといふ様な欣態
で誠にうすきみ悪い事であつた、それが遽に今日の大を成すに至つたとは
實に今昔の感に堪えない次第である。
私は大學の第一期生を預つたのであつて、その當時の生徒は五十人位で
あつた。
當時私は法律科長の地位に在つたのであるが、兎角私學は経螢上の立場
から多激の學生を牧容し成績の如何に拘らす卒業させる、學間は第二で経
螢が第一だとの話を聞いたものである。そこで私は、大隈侯高田氏と會つ
て、何しろ生徒の数が多いのでは教育の徹底に才能の助長に困難を感す
る、これには生徒の数を少くするに限る、巨Pち一組を五十人位に止めたが
よい、と話したのである。だが此虚に矛盾を感じねばならぬ、其は経濟的
経螢的な方面についてである。部ち生徒を滅らせば、経濟的に困難を來す
この黙が難黙であつたのである○
　だが私の主義は一貫して居つた。生徒を少くして教育を徹底せしめ、麟
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麟見を出すに努むる事、そうすればこの第一期生が枇會に於て認められ、
後には吾も吾もと早稻田の卒業生を買ひ、に來るに相違ない。それは同時に
早稻田の法科を背負つて立つ大人物を養成する事になる事でもある。成程
経濟的には苦しいに違ぴない。だがそれは四五年間の苦しみであらう。要
は法科は早稻田に限るといふ事を肚會に早く認めさせ、了解されなければ
ならないと考へたのであるo
　左様に私は考へたのであつた。だから教師諸君にも授業、探黙凡て嚴重
ならん事を希望した。五十人は非常に精選された人達であるし更に嚴重な
爲卒業時には五十人が相等歓けた様だつたσ
　こんな様な次第で由來、第一同生の成績は良好であつた様だ。當時の早
稻田大學法科の卒業生は立派なものだとの噂を今でも耳にする事がある。
國家試験に合格した者も多数あつたのだし、官界、學界、法曹界、實業界
の多方面に渉つて有爲の士を出したのであつた。他日早稻田大學を双肩に
澹ふ人物の養成こそが主眼だつたからなのである。この第一同卒業生中に
は現早大教授林癸未夫氏が居り、第二回卒業生中には寺尾元彦教授が居た
のである○從つて、試験は嚴重をきはめ、學生を相等苦しめたものだ○叉
授業を徹底せしむる爲めに實習を行つたものである・
　叉講義案として大膿の骨子を印刷したものを作つた。これには學生が記塞
入出來る様にしてあつた○
　教務についても随分苦心を佛つた。殊に教師が當時は居なかつたので、
これを集め揃へるについては非常な苦心をした・
　當蹄幹事の田中唯一郎氏は非常に敦務に熱心であつた。又毎週必す相談
會を開催してゐた。
　要するに、立派な人間を作る事が主たる目的であつたのであり、他の大
學はさしおいても先づ早稻田と言はれる様に學生に勉彊させたのであるo
學生も教師も努力した。自分も一生懸命でやつた。早稻田大學の名を辱
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かしめない様に凡ての人が努力したのであつた。兎に角、今の早稻田の盛
大を見ると今昔の感に堪えないものがある（談話筆記）・
　◎法科の同想談
　　　　　　　　　　　　　　　法學博士小山温
　早稻田大學法科の同想談を話せとのことですが、本年の五十周年記念に
際しては、皆様から甑に言ひ墨されて居ること～存じます。
　私が鈴木喜三郎君の紹介により早稻田大學に講座を受持つ様になつた
のは、何分古い事とて年度の確かな事は、日記を見た上でなければ明かで
ありませぬが、未だ東京專門學校と呼ばれた時代の明治二十九年頃から大
正七、八年迄と思ぴます。
　當時の早稻田の地は實に交通不便な田舎でした。日比谷の官舎から通ふ
のに遠くて困ると言たふら、車代は別に支沸ふからと申された一事によつ
ても、如何に不便の地であつたかを知ることが出來ます。
　道路は穴八幡に行く馬場下通りの道しかなく、角の蕎萎屋を右に廻つて
少し行くと左側が學校で、突當りが大隈伯の邸で、今の鶴省町の大通りは
田圃の畔道で、冬など特に此の悪道に悩まされたものです。
　よく茗荷畑の中に有つたと構されてゐますが、一望の水田で水田の片隅
に學校があつたと申した方が當嵌まつて居ります。
　校門は東にあつて、門を入ると右側、後に清國の留學生部になりたる建
物があり、正面に大講堂があり、他には寄宿舎が有つた位のものでした。
　始めの頃は學生の数も少く法科全禮を合しても、百人位のものでした。
又年齢も不揃ひでしたが大學となるに及び人数も増し、年齢も揃ふ様にな
砂ました。
私は始め政治科の民法（民法大意）を受持つて、一週一同日比谷の官舎か
ら人力車で學校に通ひました。
II． 同 想 談 9ユ
　最初は只一講師として講座を持つてゐたΨけでしたから、教務等のこと
は一切關知しませんでしたが、教員室へ鰭つても四五人の教師が居られる
ばかりで淋しく、教務、庶務の係として田中唯一郎君の外二三名で學校の
仕事を切廻して居られた様な次第で、其頃の學校は混沌として未だ寺子屋
の域を脱しない程度のものでした。
　早稻田大學法科の特色は、他校の法律書生とは異な外法律を學んで判
検事、辮護士になる目的で勉學する人は少く、他日卒業の曉は地方に鶴り
家業に就き、叉は郷土の政治経濟方面に活躍を志してゐる人が主で、職業
を得る目的の爲に學間を爲すといふ風ではなくて、人聞を造る爲に學問を
すると言ふ風でした。
　政治科、丈科に比較してあまり振はなかつたのは、專任の教員のなかつ
たことにもよるが、特に法科の主任を他から迎へると言つた風で、とかく
學校も法科には他科程力を注がなかったことなどが原因したものと存じ
ます。
　政治科、文科には專任の先生が有つたが、法科には專任の先生一人もな
く、全部校外から來てもらつてゐた様でした。又先生は主として裁判所方
面の人で、帝國大學の先生には依頼しなかつた様です。
　私が法科の科長になるに及んで特に力を致したのは・學校も大學となφ
内容、外観も整つて來たから、萬難を排しても專任の先生を置くこと、然
も、卒業生より專任の先生を作る方針で努力致しました。
　教育に就て私は常に、先生方に講義は完結される様依頼して居りまし
た○
　始めての先生は學生の能力に頓著なく學説を羅列されるが、之は第一時
間に不足を來たし自説を述べる事が出來なくなる。之は學生の消化力に慮
じて、學生の批判力を養つた方がよい様に思はれました。
　當時は未だ教科書も少く、大方筆記でした。之れでは講義が進まぬので
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高田さんが盛んに著書叉は講義案を出す様に申されましたが、私は未だ研
究中に付き小山として著書は出せないと申上げると、人聞は一生研究中な
のであるから、今の小山の著書でよいから著はせとの事で民法総則と言ふ
講義案を大學の出版部より螢行しました。
　今日では何れの學校でも實習があるが、あれは學校では講義をし放しで
年に一度試験をした壁けでは實績が學らぬ。それに私が國家試験委員中受
験生のロ述の試問があまり思はしくない所から暗示を得、又、早稻田大學
の留學生として臥洲へ行つた時彼地で「ゼミナール」と言ふ名欝で實施さ
れてゐたので科長になるに及んで、早稻田大學で創設したのが日本での最
初であると信じます。所がなかなかの好評で、明治大學の前田君から明治
でも實脅をやれと強談があつた位です。
　學生の方は之叉實に熱心で、二時聞の實習を何かの都合で一時間牛で切
上げると、先生未だ三十分時問があ砂ますとて放さない、叉、一人の學生
と問答してゐると「先生廻して下さい」と苦情が出ると言ふ熱心さで、あと
では一人五分以内と定めたものです。
　次の話は政治科の講義をしてゐた時の事で、別に法科に關係はないので
すが一艦其頃私の講義は、夕方でした。
　或とき講義中電氣でしたか、ランプだったか何でも燈が浩えた。所が政
治科氣質で、あはよくば騒がうとでも、思つたのでせうが、私は講義は目で
聞くに非すして、耳で聞くものだと申して、暗闇の中で講義を績けたので、
それからと言ふものは、學生の信用を博したと見え、紳妙に講義を受けた
等の事もあつた。
　昔の籔授會は先生が五六人集つて、求友亭などで夕食をしなが森話し合
つたのが、言は璽懇親會的のものが教授會だったのです。
　一切の仕事は科長の私と、教務主任の坂本三郎君とで切廻したもので、
例へば教員の任冤の如きも私共で決めた位です。
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谷田三郎・松岡義正君などは私が頼んで來た先生です・
高田、田中さんの案内で政法丈科の主任先生七八人で、目黒等へ出かけ
て高田先生の謡曲などが有つて、懇親會を開いた事があるが、之が温交會
の始まりの様に思はれます。
　私は此席で梅若、田原、小手川君を知り懇意になりました（談話筆記）。
　◎同　　想　　談
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中橋徳五郎
　明治十九年から二十四年迄、三宅恒徳氏の御委頼により早稻田の講義を
受持っことになりました。明治十九年といふと、私が未だ帝國大學の二塵
年生であつた。そして二十四年迄引績いて講義をやつてゐたのであるが・
この年に大阪へ引移ること玉なつたので、田中隆三氏に御願ひしたのであ
る。講義は商法を主とし、他に何でもやりました。
　私は、目下三年越の病氣であるから、その中日を改めて早稻田法科の同
顧談を執筆御逡り致しませう一文責在筆者一（談話筆記）。
　◎同　　談　　想
　　　　　　　　　　　　　　　　　　法學博士　　水野錬太．郎
　明治二十六年頃から二三年問、私は早稻田大學の前身である東京專門學
校に教鞭をとり、法律の講議をした。自分の講議は、三年生に英國衡平法
及びi澄撮法、二年生に會肚法、破産法であつたと詑臆：する。當時學生は極
めて少数であ鮎三年生は二十五六人位にすぎなかつた。その學生中には
現内閣の内務政務次官の齋藤隆夫君だとか、新潟に辮護士をしてゐる松井
郡治君だとか、大分地方裁判所長の生津和太郎君だとか、叉長崎地方裁判
所長をしてゐる永倉貞平君等が居つた。これ等の人達は非常に秀才で常に
上席を占めてゐた。當時は學生が少激だつた故でもあらうが教授との關係
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が甚だ親密で、今日でもなほ記憶に留りその入達を畳へて居る。
　當時は夜學であつたQといふのは教授が大抵他に勤めを持つてゐたから
だらう。そして早稻田はその頃一般に大隈伯の學校であると思はれてゐた
から、官磨なんかでは早稻田に行く事を嫌つた様だつた・だが自分はこん
なことに頓着せす早稻田へ行つたものだつた。その當時の早稻田は極めて
寂しい片田舎で、雨の降る夜、殆んど入通りもなき田の畦道を往來したこ
とは今なほ記憶に残つてゐる。當時の教師の中、高田、市島、天野君等は
自分の記憶に存してゐる人である○
校舎は粗末なバラツクであつたので、寒中など塞くて外套を着たま』講
義をしたものだ。圖書館も粗末なもので專門書も少く殆んど参考になる
ものはなかつた○
卒業式はいつも大隈伯の庭園で催され・式後宴會を開いたものだ・當時
私立學校としては、明治、日本、專修學校、英吉利法律學校があつて、私
はこれ等の學校にも教へに行つて居つた。當時は教師はひつぱりだこの形
であつた。これ等の學校は東京の中央にあつて交通も甚だ便利であったが
早稻田は極めて邊鄙な所にあつたから通ふのに苦痛であつた。だが、教務
のと玉のつてゐた難は早稻田が他に優れて居て氣持ちがよかつた。校友會
にも私は常に出席したが、その頃校友の数は四十人か五＋人位であった。
　當時の講義は外國法を基礎として教へたものである。なにしろ未だ民
法、商法等の法典が無い時代なのだから外國法を参考として講義する外な
かつたのである。最近、私は書庫の中から、當時の講義の草稿を見出した
が實に感慨の至りに堪えない。
　かくの如く今から四十年も前の事だから科目その他も、不完全であつた
が、學生は極めて眞面目で鋏席なんか殆んどなかつた。講義する前に出席
簿を付け顔と名を封照するのだから、學生の態度容貌もよく知り得たので
ある、それだから當時の學生はよく畳へて居り時々地方へ行き當時の學生
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と面會すると先生、先生と親しまれ、昔の話に、時を移すことがあり實に
愉快である。
　今日の様に数百人の學生を一堂に集めて講義をするのとは、先生と生徒
との間の親密さが全然異つてゐる。成程、設備とか、學問とかは今日の方
がすつと進んではゐるが、昔のやうに講義の後で質問鷹答をしたりして親
密に生徒に接した黙でははるかに當時の方が優れてゐると思ふ。
　四十年萌の早稻田を知つてゐるものは、大學の今日の震展を見る時、昔
の面影何庭にありやを思はせる。創立五十年の記念に際して、営時の事を
考へると實に感慨の至狼こ堪えないのである（談話筆記）。
　◎同　想　　談
　　　　　　　　　　　　　維持員　伯爵　　松李　　頼壽
　私は明治三十五年に法科を卒業致しました。現在維持員として共の任に
ありますが、只今の大隈會館の地は曾て私の下屋敷の有つた所で早大と私
とは最も深き縁故と關係を有して居ります。
　當時所謂東京專門學校は茗荷畑の中に善文學部の木造二階建の校舎と
赤煉瓦の講堂象本部位のものでした。校門から前面は一望の田圃で今日の
如き繁華さは無く、交通も至つて不便で畦道を傳つて學校へ通つたもので
す。當時學校の寄宿舎もありましたが私は水道橋の屋敷から馬で通學し
たこともあり甕す。學生の数も至つて少く服装などもまちまちで小倉の
袴に木綿紋付羽織に駒下駄と云ふ有様で下駄のま玉ぞろぞろ教室に入つ
て業授を受けたものです。當時の學生は経歴も年齢もま’ちまちで教員と
生徒の年配も差が無く卓を園んで談論しました。學校も叉出席を取ること
はなし秩序のある様な無い様な之が私學でなければ味へない特色でもあ
φました。帥ち其の無秩序奔放不覇のところに猫立自由の精神が濃つてゐ
たのであります。
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　我早稻田大學も年を闘すること五十年蝕に名實共に備はつて校蓮愈隆
盛に至れるのは、畏き極みながら明治四十一年明治大帝が本校の規模を損
張し學科を増設するの學を聞こしめされ御内努金及御沙汰書を賜り、明治
四十五年大正天皇、皇太子の御時本校に行啓遊ばされ、今又五十周年記念
に當り圖らすも皇室より御内努金を御下賜せられ、特に秩父宮殿下御差遣
の榮を辱うせる等、上皇室の優渥なる御恩寵に負ふ所なることは多言を要
しませんが、叉、故老侯の遺徳と更に今日の大早稻田に致されし學校先輩
蛙に現在當局者の苦心努力の結果であります、之を思ふとき私共は上皇恩
に謝し奉φて一致協力聖恩に副ひ奉ると共に、先輩諸士の志を達せんこと
を期せねばならないと存じます（談話筆記）。
